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最悪で最高の夜












　――あぁ……気持ちよくて溶けちゃいそう……。






　今まで感じたことのない得えも言われぬ快感と心地いいラベンダーの香りに包まれ目覚めた私は、自分が置かれた状況が分からぬまま薄目を開けた。

　やけ酒と称して大量に飲んだアルコールがまだ分解されず残っているからだろうか、頭の中は膜を張ったように真っ白で視界はぼやけて霞んでいる。更に室内は薄暗く、オレンジ色の間接照明が微かに灯っているだけ。だから確認できたのは、大きく開かれ持ち上げられた自分の両脚と、その間で揺れる男性と思われる黒い影のみ。

　逆光でよく見えない。私、何しているの……？

　直後、重量感のある硬い何かが私の中心をジリジリと貫いていく。

　下腹部を圧迫する熱い塊――あぁ……そうか。私、セックスしてるんだ。

　行為に同意した記憶はない。目覚めたらセックスしていた……だなんて、普通ならあり得ない仰天のシチュエーションなのだが、これもアルコールのせいなのか、あまりの気持ちよさに理性が快楽という煩悩に負けてしまった。

　でもそれは、相手が誰か分かっている安心感から。決して官能的な欲望を満たしてくれれば誰でもいいというわけではない。その証拠に、私が今まで関係を持った異性はひとりだけ。

　今、私のナカに熱塊を沈めたのは、間違いなく付き合っている彼氏。

　なのに……その熱塊を根元まで呑み込んだ時、ふとある疑問が頭を掠めた。

　あ……私、振られたんじゃなかったっけ？

　そう、私はついさっき、二年間付き合った彼氏に振られたばかり。よりによって、一緒にお祝いするはずだった二十七回目の誕生日に電話一本で別れを告げられたのだ。でも、彼が別れを口にするのは今回が四回目……いや、五回目だったか？　お互い言いたいことを言う性格だから喧嘩は日常茶飯事。その口論がヒートアップすると、彼は『じゃあ、別れよう』とへそを曲げてしまう。だけど、決まって翌日になると連絡があり、自分が悪かったと謝ってくるのだ。そして全てをチャラにする手っ取り早い仲直りの方法は、セックス。

　だから、今回もいつも通り……。

　普段は自己中で自分の快楽を優先する彼だけど、仲直りのセックスは愛撫の時間が長く、いつもより気持ちよくさせてくれる。でもそれは、あくまでも少しだけ。我慢が苦手な彼は高まる欲望に抗えず、私の準備が整う前に無理やり入ってくる。それがちょっぴり不満だった。

　だけど、今回は今までのそれとは全く違う。愛撫されている時の記憶はなかったが、どれほど時間を掛けたっぷり愛されたか、容易に想像がつく。

　私、凄く濡れてる。

　鋼のような硬い楔が円を描くように動く度、攪拌かくはんされたナカから熱い蜜がとめどなく溢れ出て、なんとも言えない恥ずかしい水音を響かせていた。蜜路は既にトロトロに溶かされてふやけた粘膜がヒクヒクと波打っているのがハッキリ分かる。

　そんな状態なのに、彼の剛直はまだ私を甘やかすようにゆっくりじっくり蜜路を掻き回し、絶妙な圧でいいところを刺激してくるのだ。かと思えば、すっと腰を引き、あっさりと快感を攫っていく。

　えっ……もしかして、私、焦らされてる？

　挿入すればすぐに激しく腰を打ち付け、野生の雄そのもののようなセックスを好む彼からは想像できない行動。

　そこまで我慢して私を気持ちよくさせようとしているのは、贖罪の気持ちから？

　喧嘩もしていないのに唐突に別れの言葉を口にした彼に怒りを覚え、今回ばかりはどうしても許すことができず本気で別れを意識したけれど、こんなふうに愛されたら、ダメだ。離れられなくなってしまう。

　甘く蕩けた秘所は悦びに震え、今以上の快楽を求めている。本能が更なる刺激を欲しているのだ。

　意地を張っても身体は正直。悔しいけど、私の負け。完敗だ。

「翔也しょうやのバカ……大好きだよ」

　その名を呼んだ時、なぜか彼の動きがピタリと止まった。が、次の瞬間、勢いよく突き上げられる。不意を突かれた身体は弾むように弓なりになり、背中を痺れるような衝撃が駆け抜けていく。それが脳天を貫くと蜜路の粘膜がきゅっと伸縮した。

　途端、私の顔に熱い吐息と共に「うっ……ッ」という苦し気な声が降りかかる。

　翔也も感じているんだ――そう思うと嬉しくて、更に興奮が増す。

「あぁっ、翔也……いい」

　彼の名を呼ぶ度、私の媚肉に包まれた翔也の剛直がより硬く大きくなっていくのを感じる。圧迫感が半端ない。こんな大きくなった翔也を受け入れるのは初めて。それで最奥をこれでもかと攻め立てられるのだ。加えて下腹部に伸びてきた指が無防備に剝き出しになった一番敏感な秘芽を弾き、転がし、圧し潰す。

「やっ、やだ……ッ」

　痛みにも似たジンジンとした疼きと火照った壁を裂くような剛直の激しい動き。その異なるふたつの刺激が混じり合い、溶け合い、お腹の辺りで渦を巻く。

　それでなくても酔いで意識が朦朧としているのに……そんなことされたら、もう……でも、なんだろう。この感じ。

　容赦なく乱暴に腰を打ちつけられているのに、優しさと愛を全身で感じる。一心不乱に私のナカを貪る彼自身が堪らなく愛おしく思え、泣きそうになった。

「やっぱり、翔也……だけ。これからもずっと、一緒だから……」

　自分でも乱れ過ぎではと思うほど激しく喘ぎ、肌触りのいいシーツをギュッと握り締める。気づけば自ら腰を揺らしていた。

　こんなの……私じゃない。

　淫らな自分を否定するも、更に脚を高く持ち上げられて抽挿が速くなると何も考えられなくなってしまう。

　――絶頂の扉が開くのはもう時間の問題。すぐそこに快感の果てがある。

「ひっ、ダメっ……だって！」

　ゾクゾクとした感覚に耐え切れず大声で叫ぶと、握り締めていたシーツを放し翔也の身体を抱き締めた。だが、その時過った奇妙な違和感――。

　抱き心地が……違う？

　密着した肌は妙に滑らかで、肩から胸にかけしっかり筋肉が付いている。

　実は最近、翔也とは、彼の仕事が忙しくなかなか会えずにいた。だからこうやって抱かれるのは一ヶ月ぶり。

　翔也ったら、ボディーローションとか使いだした？　それに、いつの間にこんなに鍛えたの？

　微かに芽生えた違和感は更なる疑問を生み出す。

　間接照明が逆光になってよく見えないけど、髪型も変えたよね？　くせっ毛でゆるくウエーブが掛かったフワフワの髪はサラサラのストレートになっている。出会った時からずっとヘアスタイルは変えずにいたのに、どういう心境の変化？

　しかしそんな疑問も吹き飛んでしまうくらい強烈な快感が熱い塊となってせり上がってきて、それを問う余裕などない。

「あ……んッ、はぁ……く、くる」

　一瞬の閃光の後、昇りつめたものが一気に弾け散る。仰け反ってガクガクと痙攣する身体は制御不能で、ただひたすら翔也の汗ばんだ肌を抱き締めていた。

　今までのとは全然違う。こんなの初めて。

　最高のエクスタシーを感じ、身も心も満たされていく。同時に全身の力が抜けて焦点の合わない目で見つめていた彼の後ろの間接照明の明かりがグルグルと回り始めた。

　あぁ……もうホントにダメかもしれない。

　彼の荒い息遣いを感じながらそう思った直後、余韻に浸る間もなく私の意識は闇の中へと堕ちていった。












「んんっ……眩しい」

　重い瞼を少しだけ開けると、ダークグリーンのカーテンの隙間から差し込んだ一筋の光が私の顔を照らしていた。

　清々しい朝日――と言いたいところだけれど、完全に二日酔いの私にその眩しい光は苦痛でしかない。

　あぁ……気持ち悪い。頭もズキズキする。

　最悪の目覚めに顔を顰め眩しい光に背を向けると、隣で気持ちよさげに寝息を立て眠っている翔也にすり寄る。だが、私の眼に映ったその横顔は恋人の翔也ではなく、全くの別人だった。

「……!!」

　人は本気で驚くと声が出ないということを今知った。更にその人物の正体が分かった瞬間、背中に冷たいものが走り全身の毛穴という毛穴から一気に汗が噴き出す。

　間違いなくこの衝撃は二十七年間生きてきた中でダントツの一位だ。

「にににっ……た、本部長。嘘……でしょ？」

　理知的で直線的な眉。すらりと伸びた凛々しい鼻梁。そして色気のある薄めの唇――彼は私が勤める箕輪みのわ製薬の開発本部長。新田にった零士れいじだ。私、須堂すどう雅みやびは総務部秘書課に所属し、新田本部長の秘書をしている。つまり彼は、日ごろ仕事で常に行動を共にしている上司。

　この状況から察するに、昨夜私を抱いたのは翔也ではなく、今隣で眠っている新田本部長ということで間違いないだろう。

　驚愕の事実に瞳孔全開で暫し呆然――。そして昨夜の激しい情事を思い浮かべ、青ざめる。

　ヤバい。ヤバい……これ、絶対にヤバいやつだ。

　慌てて飛び起きると一糸纏わぬ姿でベッドから後退り、改めて部屋をぐるりと見渡す。まず目に入ったのが、壁と一体になった埋め込みタイプの大きなテレビのディスプレイ。その横の木製の扉はクローゼットだろう。そして朝日が差し込む窓際には、青々とした葉を広げている観葉植物のドラセナと、煙のような白い湯気を漂わせているスチーム式の加湿器が置かれていた。

「アロマの加湿器か……ラベンダーの香りはこれだったんだ」

　で、やたらとデカいキングサイズのベッド。

　ホテルじゃない……よね。て、ことは、新田本部長の家？　でも、なんで新田本部長とこんなことに？

　秘書という仕事に就いて五年。仕事柄、予想もしていなかった不測の事態に陥ることも少なからずあった。けれども、そんな時こそ秘書としての手腕が試されるのだ。取り乱すことなく冷静に状況を判断し、今出来うる最善の策を講じる。ある程度の対処法は心得ていた。長年の経験もあるが、何より助けになったのは秘書課で代々受け継がれてきた危機管理マニュアル。その内容を全て頭の中に叩き込んでいたから。

　しかし当然ながら、恋人と上司を間違えて肉体関係を持ってしまった時の対処法は書かれていなかった。

　まだボヤけた頭をフル回転させ、この最大のピンチを乗り切る方法を必死に考える。そして出した答えは――『新田本部長が目を覚ます前に、逃げなきゃ』だった。

　逃げたところで会社に行けば顔を合わせるのだから得策とは言えないかもしれない。でも、とにかくこの場から、新田本部長から離れたかった。

　あんな恥ずかしい姿を晒してしまったんだもの。本部長の顔をまともに見れない。それに、昨日は仕事納めだったから正月休みが終わるまで新田本部長に会わずに済む。その間にどうすればいいか考えよう。

　脱ぎ散らかしてベッド周りに散乱していた自分の衣類を拾い集めると素早く身支度を整え、新田本部長のマンションを後にした。

「うっ、さむ……」

　ビルの間から見える空は雲一つない晴天。そのせいか放射冷却により冷やされた空気が肌を刺すように痛い。慌ててコートのポケットに手を突っ込み、白い息を吐きながら今出てきたタワーマンションを見上げた。

　よりによって、新田本部長とあんなことになるなんて……。

　酔っていたとはいえ、好きでもない男性とシてしまったのだ。ショックは大きい。でもそれ以上に衝撃だったのは、相手が新田本部長だったということ。私が知る限り、彼ほど自制心や克己心が強い人は居ない。そんな本部長が部下を自宅に連れ込み抱くなんて信じられない。

　彼は仕事に厳しく、社内では鬼本部長と呼ばれている。また、自分のことは全く語らないからプライベートは謎に包まれていた。独身だということ以外、女性関係は不明。ミステリアスで素敵だと言う人も居るけれど、それはあくまでも本部長と接点のない他の部署の女性社員。本部長の部下や彼と関わっている社員は胃薬が手放せないと聞く。だから昨年の春に異動の辞令が出て、本部長の秘書に任命された時は秘書課の先輩達に『可哀そうに』とか『お気の毒に』と大いに同情され【須堂雅を励ます会】と称した飲み会まで開いてくれた。

　そんな最悪な前振りがあったからかなりビビったが、いざ一緒に仕事をしてみるとそれほどでもないということに気付く。

　確かに厳しい人だけど、本部長の機嫌が悪くなるのは部下が妥協するような素振りを見せたり、弱音を吐いた時。決して意味もなく怒っているわけではない。

　箕輪製薬はその名の通り、医薬品の研究開発を行っている業界第二位の製薬会社だ。新田本部長は新薬開発部門の最高責任者で、研究部から上がってくる膨大な研究データを元に会議を重ね、薬品としての効果や安全性を精査するのが主な仕事。

　会長や社長から全幅の信頼を得ている彼がＯＫを出せば、他の重役が異を唱えることはまずない。直ちに箕輪製薬の新薬として治験が始まり、人体に投与される。人の命に係わるものだから責任は重大だ。本部長が判断を誤れば会社は大きなダメージを受けることになり、下手をすれば株価が暴落する。絶えず緊張感のある状態で仕事をしているのだから厳しくなるのも当然と言えば、当然。

　そんな本部長を私は上司として心の底から尊敬している。でも、ひとりの男性として見ると……微妙だ。

　長身で確実にイケメンの部類に入るが滅多に笑顔を見せず、冗談も通じない堅物。真面目が服を着て歩いているような人に異性としての魅力は感じなかった。でもそれは、お互い様。本部長にとって私はただの秘書。女性として意識されていると感じたことは一度もない。なのに、どうして私を抱いたんだろう？　あ、そういえば、本部長も結構飲んでいたよね。もしかしたら冷静な判断ができないくらい酔っていたのかも……。

　歩道に身を乗り出してタクシーを止めると素早く後部座席に乗り込む。そして車窓越しにもう一度タワーマンションを見上げてから運転手に行先を告げた。

　暖房が効いた車内は暖かく、冷えて強張った筋肉が徐々にほぐれていく。私は座席に深く身体を預け、昨日の自分の行動を振り返ってみた。

　そもそも私は開発部の忘年会に参加するつもりはなかった。私が所属しているのは総務部だし、昨夜は大切な予定があった。二十七歳の誕生日を翔也と一緒に過ごすつもりだったから。でも、全ての業務を終え、本部長室を出たところで翔也からスマホにメッセージが届く。今日は会えないと……。

　他の日ならともかく、今日、十二月二十八日は私の誕生日だ。思わず『はあ？』と叫び、すぐさま翔也に電話をした。

『翔也、会えないってどういうこと？　今日がなんの日か分かってるよね？』

『ああ、分かってる』

『分かっているのに、どうして？』

　少しの沈黙の後、私の耳に翔也の力ない声が響く。

『雅……別れてくれ』

『な、何それ？　意味分かんない』

『悪い。今回はマジだ。ホント、ごめん。これっきりにしてくれ』

　なぜ別れなければならないのか、何度聞いても翔也は謝るばかりで最後までその理由を語らなかった。

　私は一方的に切られたスマホを握り締め、呆然と立ち竦む。

　三日前に電話で話した時は、クリスマスに会えなかったからプレゼントを奮発したって言っていたのに……。

　考えれば考えるほど意味不明で、悲しみより怒りの感情の方が大きくなっていく。

　もういい！　翔也なんて大嫌い！　言われなくてもこっちから別れてやる。

　怒りに任せエレベーターのボタンを連打していると、後ろから肩を叩かれた。

　振り返って見れば、同期の三浦みうら沙織さおりがぽってりとしたローズピンクの唇の口角を上げて微笑んでいる。

　三浦さんは新田本部長と同じ開発部。友人と呼べるほど親しいわけじゃないけれど、私が本部長の秘書をしているので時々顔を合わせることがあった。いつも綺麗にロングの髪を巻き、メイクも完璧。スーツも原色が多く全体的に華やかな雰囲気だ。同期の男性社員曰く、スタイル抜群なのに童顔というアンバランスなところが男心を擽るのだと。

　対して、業務上、社外の人と会う機会が多い私はあまり華美にならないよう、髪はアップにしてひとつにまとめ、ナチュラルメイクを心がけている。スーツもなるべく落ち着いたトーンのものを選ぶようにしていた。三浦さんと比べるとかなり地味だ。

『須堂さん、お疲れ様。今帰り？』

『え、ええ……』

『で、この後の予定は？　約束とかある？』

　それ、一番聞かれたくないことなんだけど。

　無自覚に私の心の傷に塩を塗り込んでくる三浦さんを訝しく思いながら『どうして？』と聞くと、彼女が突然自分の顔の前で両手をパンと合わせ、私にお願いがあると言う。

『今から開発部の忘年会があるんだけど、須堂さんも参加してくれないかなぁ？』

　整った眉をハの字に下げ、上目遣いで私を見る三浦さんは女の私でもドキリとするくらい可愛い。

『開発部の忘年会に？』

『そう……私、忘年会の幹事なんだけど、ちょっとミスっちゃって……』

　三浦さんが言うには、イタリアンレストランに予約した後にひとりキャンセルが出たのだが、お店に連絡するのを忘れていたのだと。

『コース料理だから当日の人数変更はできないって言われていたのに、うっかりしてて……急なお願いだから参加費は私が持つ。お酒も飲み放題。どう？』

　確かに好条件だけど、こんなメンタルで参加しても皆と楽しく過ごせる自信がない。

『三浦さん、悪いけど、今回は……』

　そう言いかけた時、背後から被せるように低い声が聞こえた。

『同期を助けてやったらどうだ？』

『新田本部長……』

『君は私の秘書だからね、開発部とも関わりが深い。歓迎するよ』

　歓迎……してくれるんだ。

　本部長の顔は無表情のまま。それが真意なのかは分からなかったけれど、彼の秘書になって一年半。誘われるような言葉を聞くのは初めて。

　少し驚いて目をパチクリさせた直後、エレベーターの到着音が響き、扉が開いた。すると三浦さんがここぞとばかりに私の背中を押す。

『新田本部長のお許しが出たから問題ないでしょ？　一緒に行こ？』

　というわけで、半ば強引に開発部の忘年会に参加させられてしまった。

　でもやっぱり翔也のことが頭から離れず、忘年会を楽しむことができない。

　さっきは突然別れを告げられ、その理由を言わない翔也に怒りを覚えたけど、今は冷静に話をしたいと思っている。

　意を決して席を立ち、翔也に電話をした。けれど出てくれない。ならばと、メッセージを送信した。

【今、丸の内のビアンゴっていうイタリアンレストランで会社の忘年会してるの。終わったら会えない？】

　でも、既読の表示がついて二十分経ってもスーツのポケットの中のスマホが震えることはなかった。そして三十分経った頃、とうとう私の怒りが爆発した。

　これ、無視ってことでいいんだよね？　冷静に話し合おうって思った私がバカだった。

　そこからは浴びるようにワインを飲んだ。三浦さんに何度も飲み過ぎだと言われたけれど、気にせずグラスのワインを喉に流し込む。そして二次会のバーに行ったところまでは覚えているが、その後の記憶が……ない。肝心なところが完全に抜け落ちている。

　自宅マンションに帰ってからも思い出そうと頑張ったが飛んでしまった記憶は戻らなかった。












　翌日、私は年末年始を実家で過ごす為新幹線で静岡市に向かっていた。

　実家の両親には年が明けてから帰ると言ってあったが、年末の予定がなくなったので早めの帰省となった。しかし両親にはまだ、今日帰ることは伝えてない。

　本当なら今頃、翔也と遅い朝食を食べていたかも……。

　予定では、昨夜、一緒に外で食事をした後、実家住まいの彼が私の部屋に来て元旦まで一緒に過ごすはずだった。

　魂が抜けるような大きなため息をつき、トークアプリの既読スルーされた画面を見つめる。

　やっぱり、返信なしか……。

　でも、昨日ほど怒りは感じない。それはきっと、翔也を裏切ってしまったから。

　翔也以外の男性ひとに抱かれてしまった。あんなことがなければ、私は振られた理由を聞こうと自分の実家ではなく、翔也の実家に向かっていたかもしれない。

　新幹線を降りた後はバスに乗車し、実家近くの停留所で下車。

　私の父は従業員ふたりの小さな金型工場を営んでいて、母が経理を手伝っている。工場は自宅の隣にあるので、子供の頃の私の遊び場は工場内にある事務所だった。

　大きなキャリーバッグを引き、変わらぬ景色を眺めながら歩いていると、少し先にある実家の工場からふたりの人物が出てきた。

　それは、父とメタルフレームの眼鏡をかけたスーツ姿の男性。父はその男性に向かって何度も頭を下げている。

　見たことない人。誰だろう。

　そのまま歩みを進めると、父が私に気づいて目を丸くする。

「雅じゃないか……帰って来るのは年明けじゃなかったのか？」

「あ、うん、たまには早く帰って新年をお父さん達と迎えるのもいいかなって……」

　嘘じゃない。でも、それが本当の理由でもない。

　後ろめたさを隠すように苦笑いを浮かべた刹那、黙って私を見つめていたスーツ姿の男性がニッコリ笑い話し掛けてきた。

「須堂さんの娘さんですね。ご両親からお話は伺っていますよ。あの箕輪製薬に勤めていらっしゃるとか」

「は、はあ……」

「箕輪製薬と言えば、日本を代表する大企業。凄いですね。ところで、箕輪製薬ではどのような仕事をされているのですか？」

　通る声で饒舌に話す正体不明の男性に圧倒され、秘書をしていると小声で答えると、男性が大きく目を見開いて前のめりになる。

「ほう……秘書？　どなたの秘書をされているのですか？」

「本部長の……開発本部長の秘書をしております」

「開発本部長ということは、新薬の開発に関わっている方？」

「え、ええ、まぁ……」

「そう言えば、箕輪製薬が近々新薬を出すとそちらの業界の方に聞いたのですが、そうなのですか？」

　父の知り合いだと思ったから彼の質問に素直に答えてきたけど、これ以上は……。

「申し訳ありません。詳しいお話は、ちょっと……」

　私のその一言で察したのだろう。男性はバツが悪そうに苦笑する。

「ああ……それは極秘事項ですね。失礼しました」

「いえ、こちらこそ、すみません」

　製薬会社は情報漏洩を何より恐れている。特に今現在、どのような新薬を研究開発しているかは絶対に口外してはならないのだ。もし新薬の情報が同業他社に漏れ、先に特許を申請されれば、今までの研究とそれに掛かった莫大な費用が水の泡になる。だから私は両親や友人、そして付き合っていた翔也にも新薬のことは一切話したことはなかった。

「では、私はこれで……須堂さん、またご連絡させて頂きます」

　軽く右手を上げた男性が工場の前に停めてあったシルバーのセダンに乗り込むと、父が運転席に向かって深く頭を下げる。

　父は男性の車が四つ角を曲がって見えなくなるまで頭を下げたままだった。

「お父さん、今の人……誰？」

「あの人は企業経営アドバイザーの榊原さかきばらさんだよ」

「企業経営アドバイザー？　従業員ふたりの工場なのに？」

「雅は何も分かっちゃいないな。零細企業だからこそだ。榊原さんに色々アドバイスしてもらって助かっているんだ」

「ふーん……そうなの」

　工場経営にプラスになっているなら私がとやかく言うことじゃない。

「それで、身体の調子はどうなの？」

　父は数年前から不整脈で医者からあまり無理はしないよう言われている。

「この通りピンピンしてるよ。それより早く母さんに顔見せてやれ。喜ぶぞ」

「うん」

　その日の夜は久しぶりに家族三人で食卓を囲み楽しいひと時を過ごした。けれど、やっぱり気になるのは翔也のこと。

　入浴を済ませて母親が用意してくれた布団を二階の自室に運び終えると、ひとつ大きな深呼吸をして鞄からスマホを取り出した。

　二年も付き合って結婚も意識していたのに、理由も分からないまま別れるなんて、やっぱりイヤだ。

　翔也が電話に出てくれるまで諦めないと決め、スマホのディスプレイに表示された彼の名前をタップする。が、予想通り、翔也はすぐに電話に出てくれなかった。

　避けられている――それが分かっていても発信アイコンを何度もタップしてしまう。

　翔也、お願い。出て。

　鳴り続ける呼び出し音を聞きながら下唇をグッと噛み締めた時、くぐもった翔也の声が聞こえてきた。

『――なんだよ？』

「翔也……」

『俺達はもう終わったんだ。電話掛けてくるなよ』

「でも私、納得できなくて……どうして別れなくちゃいけないの？」

『それは……』

　翔也が口籠った時、突然女性の声が割り込んできた。

『あなた、翔ちゃんの元カノの雅さんでしょ？』

　えっ？　誰？

『私、翔ちゃんと結婚することになったの。だからもう彼に電話してこないで』

　結婚って……どういうこと？

　意味が分からず呆然としていると、追い打ちをかけるように信じられない言葉が耳に飛び込んできた。

『実はね、私、妊娠してるの。もちろん、翔ちゃんの子供だよ』

「嘘……」

『嘘じゃないよ。妊娠三ヶ月。翔ちゃんも喜んでくれて、結婚しようって』

　そんな……翔也が浮気していたってことだけでもショックなのに、子供だなんて。

　予想もしていなかった残酷な展開に愕然とし、胸が張り裂けそうだった。同時に私を裏切った翔也に対する憎しみが湧き上がってくる。

「……翔也に代わって」

『はあ？　まだ未練があるの？　翔ちゃんはもう話すことはないって……』

「いいから、代わりなさい！」

　この女が別れを決めた原因だったとしても、これは、私と翔也の問題。

『えっと……その、雅……ごめん』

　電話を代わった翔也の声が震えている。

「いつから？　いつから付き合ってたの？」

『一年くらい前……かな？』

「そんな前から……」

　一年もの間裏切られていたのだと知り、更なる衝撃が走る。そして彼の浮気に全く気付かず、愛されていると勘違いしていた自分が滑稽で情けなかった。

　一年前と言えば、翔也の仕事が忙しくなってデートのキャンセルが増え始めた頃。仕事なら仕方ないと我慢してきたけど、あれは仕事じゃなく、彼女と会っていたから？　翔也は私より彼女を優先していたんだ。

　女としてのプライドをズタボロにされ、悔しくて涙が溢れてくる。

　許せない。翔也も、あの失礼な物言いの女も絶対に許せない。

　でもその時、昨夜の新田本部長との情事が頭に浮かび、ハッとする。

　そうだ。私も浮気をした。翔也以外の男性に抱かれ、感じ、果てた。同じ穴の狢だ。私に翔也を責める資格なんてない。

　もちろん、一年間私を裏切り続けた翔也と、たった一度、過ちを犯した私とでは罪の重さは違うかもしれない。でも浮気をしたことに変わりはない。

　同罪なのだと思った瞬間、燃え盛る炎のような怒りが静まっていくのを感じた。そしてもう戻れないのなら、ちゃんとけじめをつけたいと思った。

　後悔しない終わり方を……自分が納得できる形でさよならをしたい。

「私も……ごめん」

『えっ？』

「私も、翔也のこと裏切った。だから翔也ひとりが悪いわけじゃない」

　こんなこと、敢えて言う必要はなかったのかもしれない。バカ正直な自分に呆れてしまう。でも今、自分の罪をちゃんと認めなければ私は一生このことを引きずって生きていかなくちゃいけない。そんな気がしたから……。

『俺を裏切ったって、どういうことだよ？』

「私も翔也以外の男と寝たってこと」

　これはきっと、罰。

『嘘……だろ？　雅がそんなことするはずは……なぁ？　嘘だよな？』

「嘘じゃない」

「じゃあ、相手は？　どこのどいつだ？　俺が知ってる男か？」

　狼狽する翔也の声を聞いて、まだ私への愛情が残っていたのだと分かり、少し救われた。

「振った女に嫉妬するなんてどうかしてる。同罪だと分かってホッとしたでしょ？」

「あ……」

「翔也、さようなら」

　精一杯明るい声でそう言うと電話を切った。途端、強烈な喪失感に苛まれ再び涙が頬を伝う。

　終わったんだ。私の初めての恋は、終わってしまったんだ……。












　――一月八日、長かった休みも今日で終わり。静岡の実家から東京の自宅マンションに戻った私は、真っ先にベランダに続く掃き出しのサッシを開けて淀んでいた部屋の空気を入れ替える。そして遠くに霞んで見えるビル群を眺め、深く大きなため息をついた。

　実家に居た今朝まで、敢えて何も考えないようにしていたから現実世界に戻って来たような気分だ。

　翔也のことはまだ吹っ切れたわけではないけれど、三日泣いたら少し気持ちが落ち着いた。でも、愁い事はそれだけじゃない。明日になれば、イヤでも新田本部長と顔を合わせることになるのだ。未だに本部長とああなった経緯は思い出せないまま。どんな顔をして出社すればいいのか分からない。

「あっ！　そうだ。三浦さん、あの人なら何か知っているかもしれない」

　が、如何せん、彼女とはプライベートの付き合いが一切ないから連絡先を知らない。

　明日出社したら三浦さんにそれとなく聞いてみよう。






　翌日、少し早めに会社に到着した私は開発部の前で三浦さんが出社してくるのを待っていた。すると始業時間十分前にバッチリメイクの三浦さんが巻き髪を揺らしながら現れる。慌てて彼女に駆け寄り、新年の挨拶もそこそこにあの夜のことを聞くと――。

「二次会の後は皆タクシーとかで帰ったんじゃない？　私がバーの支払いを済ませて外に出たら、もう数人しか残っていなかったし……須堂さんも居なかったな」

「そう……」

「でも、どうやって帰ったか覚えてないなんて、須堂さんらしくないね。あ、そうだ。新田本部長に聞いてみれば？　カウンターでふたり並んで飲んでたし、バーを出る時も一緒だったから」

　いやいや、それができないから三浦さんに聞いてるんだけど……でも、三浦さんは私と本部長のことをちっとも疑っていない。それだけが救いだ。

「あ、もうこんな時間。三浦さん、有難う」

　新田本部長はもう来てるはず。年明け早々、本部長より遅い出社になっちゃった。

　階段を駆け上がり一階上の本部長室に急ぐ。が、ドアの前で足が止まった。

　新田本部長に謝った方がいいのかな？　だけど、本部長も結構飲んでいたし、酔っていてよく覚えていなかったら？

　思案した結果、彼の方から何か言ってくるまであの夜のことには触れないでおこうと決め、ドアを開ける。

　いつも通り……いつも通り。と念仏のように呟き、窓際の大きなデスクで書類を眺めている新田本部長に深く頭を下げた。

「お、おはようございます」

　ダメだ。声が上ずっている。落ち着け。

「ああ、おはよう」

　対して本部長はいつもと変わらない。

「そ、それと、明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い致します」

「うん、おめでとう。今年も宜しく頼む」

　書類から目を逸らすことなく淡々とそう言う本部長を見て、少し肩の力が抜けた。

　今のところ私のことを特に意識している様子はない。

　入り口近くの自分のデスクに腰を下ろし、パソコンを立ち上げつつ彼の様子を覗き見る。

　相変わらず隙のないいい男。オールバックに流した黒髪は一筋の乱れもなく、肌艶も良好。すらりと伸びた鼻梁は凛々しくて、威厳の中に涼やかさを含んだ切れ長の目はとても魅力的だ。そして薄めの唇が妙に色っぽい。

　あの唇で全身を愛撫されたのだと思うと急に恥ずかしくなり、火が灯ったように身体の芯がポッと熱くなる。

　ああ～ダメ、ダメ！　私ったら仕事中に何考えてるの？　でも目を瞑れば、あの時の彼の荒い息遣いが聞こえてくるようで……。

　いつも冷静沈着な新田本部長が欲望を剥き出しにして私を求めた姿が蘇ってくるのだ。

「須堂君、ちょっといいか？」

「は、はいっ！」

　急に呼ばれてドクンと跳ねた心臓が口から飛び出しそうになる。

　デスクの前に立ち必死に平静を装うも足がガクガク震えて立っているのがやっと。

　新田本部長は手に持っていた書類を静かにデスクの上に置くと、切れ長の目を細めて私を見上げた。

「例の年末の件だが……」

　その一言であの夜のことを言っているのだと察し、激しく動揺して彼から目を逸らしてしまう。

「なかったことにしてくれ。分かっていると思うが、他言無用だ」

　口止めするということは、彼は部下に手を出してしまったことを後悔しているんだ。つまり、あの交わりは突発的な事故のようなもので愛情などない。そう言いたいんだろう。

　そんなことは初めから分かっている。なのに、さっきまで大きな鼓動が響いていた胸に鈍い痛みが走った。

　本部長は何もなかったことにしたいと言っているんだ。私が望んでいた通りの展開になったのに、なんだろう……この感じ。切ないような、寂しいような……。

「もちろん、誰にも言うつもりはありません」

　絞り出した声は自分でも驚くほど小さかった。

　動揺を必死に隠し、一礼して自分のデスクに戻ろうしたのだが、背後から新田本部長の声が追いかけてくる。

「同業の西山製薬からヘッドハンティングの話があったなんて社長に知れたら厄介だからな」

　ああ……そうだった。仕事納めの数日前、新田本部長は日本製薬団体連合会の医薬品製造販売業等管理者講習会に出席することになり、私も同行した。その時、ある人から声を掛けられたんだ。その人物は西山製薬の人事部長で、本部長に取締役付の常務という好条件で西山製薬に来てくれないかと打診してきた。

　本部長は詳しい内容を聞くことなくその場で断っていたし、私にも全く興味がないと話していたからもう済んだことだと思っていた。

「今の話は、西山製薬の件だったのですか？」

「んっ？　それ以外に何かあったか？」

「い、いえ……」

　ということは、私を抱いたことは〝何かあったか？〟レベル？

　一瞬顔が引きつるも、やはり新田本部長もあの夜のことをハッキリ覚えていないのではと思い直す。

　本部長も酔っていたせいで記憶が曖昧で自分が抱いた相手が私だと確信が持てないのかもしれない。だったらこのままで。新田本部長とのことは夢だったと思うことにしよう。その方が変に気を遣わなくて済むし、仕事もやりやすい。

　そう納得するも、心の中に何とも言えない虚無感が広がっていった。

















悪魔の誘惑












「本日のスケジュールは、午前中に研究部から新薬の最新データ分析が届く予定になっておりますので、そちらの確認をお願い致します。午後からは開発部と生産部の合同会議。十五時にバイオ製薬さんから申請があった比較試験の対照薬提供に関する会合が予定されています」

「分かった。有難う」

　あれから三週間。表面上、私は以前と変わらぬ日々を送っている。

　新田本部長との関係性に変化はない。上司と部下。本部長と秘書。それ以上でもそれ以下でもない。でも、私の中で何かが変わり始めていた。

　なんでもない日常が特別に感じるようになったのは、多分、年が明けて初めて本部長の顔を見てから――。

　新田本部長に抱かれる前は彼に全く興味がなかったのに、彼に会えると思うと会社に行くのが楽しみでならない。本部長に名前を呼ばれただけで胸が高鳴り、彼の一挙手一投足が気になって仕方ないのだ。

　淀みのない低く通る声。不意に向けられる涼やかな視線。隣に立つとほのかに香るウッディノート系の優しい香り。

　今まで傍に居たのに気付かなかった彼の魅力が私の心を揺さぶる。そんな自分に戸惑い、恋しいという想いを誤魔化し続けてきた。

　翔也と別れたばかりなのに他の男性に惹かれるなんてあり得ない。

　そう否定して認めようとしなかった。いや、正確には認めてはいけないと思っていたのだ。でも、それももう限界。認めざるをえない。

　私は、恋をしている。たった一度、抱かれたこの人に……だけど、この想いは一方通行。本部長は私を女性として見てはいないだろう。

「悪いが、そこのタブレットを取ってくれるか？」

「あ、……はいっ」

　目の前のタブレットを手に取り新田本部長に差し出す。その時、私の手に彼の指が触れた。その微かな温もりが頬を熱くする。

　指が触れただけでこんなにドキドキするなんて、翔也の時はそんなことなかったのに……。

　私はこの歳になって初めて本当の恋を知ったのかもしれない。もちろん元カレの翔也のことは大好きで結婚も考えていた。でも今思えば、二十五歳で生まれて初めて告白され付き合った翔也を好きにならなくてはと無理をしていたような気がする。その証拠にいつも何かしら彼に不満があったし、頻繁に会えば喧嘩が増え、正直しんどかった。

「んっ？　顔が赤いな。具合でも悪いのか？」

　心配……してくれるんだ。

　そんな他愛のないことが嬉しくて……。

「いえ、大丈夫です」

　たとえ好意を持ってもらえなくても、こうして一緒に居られるだけで十分。だなんて、自分でも驚くほど健気な女になってしまった。

　新田本部長に分からぬようこっそり熱い吐息を吐き出すと、デスクの上に置いてあった本部長の業務用のスマホが鳴り出した。ディスプレイに表示されたのは社長の名前。

「はい、新田です――分かりました。では、社長室に伺います」

「社長からですか？　何か問題でも？」

「いや……」

　珍しく歯切れの悪い返事をした本部長が立ち上がり部屋を出て行く。

　秘書からじゃなく、社長から直接呼び出しだなんて……なんだろう？

　不思議に思いながら自分のデスクに戻ると、突然ドアが開いて封筒の束を持った秘書課の後輩、竹内たけうち麻耶まやが部屋に飛び込んで来た。

「こら、部屋に入る時はノックをしなさい。新田本部長が居たらどうするの」

　きつい口調で窘めるも、竹内は気にする様子もなく私のデスクに駆け寄って来る。

「ここに来る前に廊下で新田本部長とすれ違ったから居ないのは分かってました。そんなことより、須堂主任、大ニュースですよ！」

　竹内の大ニュースはかなりの確率でがっかりさせられる。だから今回も期待はしていなかった。

「はいはい、今度は何？」

　冷ややかな視線を向けつつ竹内の手から本部長宛の封筒の束を奪い取ると差出人の確認を始める。だが、彼女の一言で封筒を持つ手が止まった。

「新田本部長って、社長に呼ばれたんじゃないんですか？」

「そうだけど……どうして知ってるの？」

「さっき、本田ほんだ係長が来て、言ってたんです。そろそろ新田本部長が社長に呼ばれる頃だって」

　本田係長とは、社長秘書をしている秘書課の先輩。本田里奈りなさんだ。

「それ、どういうこと？」

「昇進ですよ！　新田本部長、常務になるそうです」

「えっ……常務？」

　三ヶ月前に前常務が関連会社の社長に就任して常務のポストが空いた際、新田本部長を常務にという話があったらしく、順調に進めば、先月行われた臨時株主総会で本部長が常務に選任されるはずだったらしい。だが、新田本部長がそれを固辞した為、昇進は見送りになったのだと。

「本部長が常務になるのを断っていたなんて……それで、理由は？　どうして断ったの？」

「今の仕事はやり甲斐がある。これからも新薬開発に関わっていきたいっていうのが理由だそうです」

　しかし断られた後も社長は諦めず、新田本部長の意向を汲みつつ説得を続けていた。それでも本部長がなかなか首を縦に振らないので、社長命令という形で話を進めることになったそうだ。

「あ、でも、本田係長が言うには、新田本部長が常務昇進を断った理由は他にもあるんじゃないか……って」

　本田係長がそう思った理由は、社長がこれからも変わらず新薬開発を続けていいと言ったにもかかわらず、新田本部長が昇進を頑なに拒否したから。

「常務になっても業務は今まで通り。なのに、断った。だから本当の理由は他にあるってことか……。でも、あの口が堅い本田係長がよくそこまで話してくれたね」

　業務上知りえた情報はたとえ同じ秘書であっても決して漏らしてはならないというのが本田係長の口癖だったのに。

「それが、本田係長、社長に『今から新田本部長と話をするから君は暫く外してくれ』って言われたみたいで……自分が除け者にされたことが気に入らなかったんだと思います」

　なんとなく納得した。本田係長は優秀故かなりの自信家だ。自分を排除した社長が許せなかったのだろう。で、キレて暴露しちゃったってことか。

「それに、新田本部長が常務になるのはもう確定みたいですし、話しても問題ないって思ったのかも」

　腕組をして「うんうん」と頷いていた竹内だったが、突然「あっ！」と叫び、勢いよく私のデスクに両手をつく。

「そんなことより、須堂主任の方はどうだったんですか？」

「私の方って？」

「もお～結婚のことですよ！　主任、去年の仕事納めの日に言ってたじゃないですか～。今日は自分の誕生日だから彼氏さんからプロポーズされるかもって。どうでした？　プロポーズされました？」

　ああ……そう言えば、そんなこと言ったな。今思うと、あの時の私は浮かれていた。まさか浮気されて振られるなんてこれっぽっちも思っていなかった。

「プロポーズなんて……されてないよ」

「なんだ～。残念」

　本当は翔也とは別れたと言おうとしたけれど、思いとどまった。

　竹内のことだ。別れたと言ったら必ず理由を聞いてくる。ハッキリ言って、翔也のことは思い出したくもない。

「そろそろ秘書課に戻って仕事しなさい」

「はーい。でも、社長が本田係長に秘密にしていることって、なんでしょうね？」

　秘密か……確かにそれは気になる。






　一時間後、新田本部長が戻って来た。

　もちろん本部長から常務昇進の話が出るまでその話題に触れるつもりはない。何も知らない振りをして素直にお祝いの言葉を伝えようと思っていた。でも、あれから色々考え、不安になっていたのだ。

　本部長が席に着くと、すかさずデスクの上に淹れたてのコーヒーを置く。彼の好みはブルーマウンテンをライトローストしたストレートコーヒーだ。

「お疲れ様でした」

　常務昇進はおめでたいことだけど、彼が常務になれば、私がこのまま秘書として一緒に仕事ができるかは分からない。彼と距離ができてしまうのではと思い寂しかった。

　――新田本部長と離れたくない。

　そう心の中で呟いた時、彼が顔を上げて落ち着いた口調で言う。

「……須堂君、君に伝えておきたいことがある」

「は、はい」

　身体がビクッと震え、喉がゴクリと鳴る。

「実は、私に常務昇進の話があってね。気乗りしなかったので断っていたんだが、社長がどうしてもと言うので受けることにした。秘書の君に黙っていて悪かったね」

　やっぱり社長命令には逆らえなかったんだ。

「いえ、私のことはお気になさらずに……常務昇進決定、おめでとうございます」

　姿勢を正して頭を下げた直後、頭上から思いもよらぬ言葉が降ってきた。

「君には引き続き、私の秘書をお願いしたい」

「えっ……」

　弾かれるように顔を上げれば、両方の口角を上げて微笑んでいる彼の顔が視界に入る。

　あ……新田本部長のこんな穏やかな顔を見るの、初めてかも。

　思わずその笑顔に見惚れていると、彼が更に口角を上げた。

「私のことを一番知っているのは、須堂君だからね」

　その言葉と焦げるような熱視線が私の気持ちを大きく揺さぶる。

　確かに……知っている。程よく筋肉が付いた逞しい身体も、しなやかな指先の動きも、汗ばんだ肌の温もりだって、まだ覚えている。

「新田本部長……私……」

　愛しいという想いが溢れ出し、もう我慢の限界。自分の気持ちを言ってしまいたいという衝動に駆られる。だが、私より先に彼が口を開く。

「社内で私のコーヒーの好みを知っているのは、須堂君だけだ」

「コーヒー……ですか？」

「ああ、更に言えば、須堂君が淹れるコーヒーは最高に旨い」

　拍子抜けしてなんとも複雑な気分になる。でも、そのお陰で冷静さを取り戻した。

「褒めてくださり、有難うございます」

　せっかくこれからも一緒にと言ってくれたのに、今気持ちを伝えてしまったら秘書を交代させられてしまうかもしれない。私の代わりなんていくらでも居るもの。たとえ気持ちを伝えることができなくても傍に居られるのなら、このままがいい。






　しかしその日の業務終了後、辛い事実を知ることになる。

　それは、秘書課に戻り、タイムカードを打刻した直後のことだった。同じく秘書課に戻って来た社長秘書の本田係長がいきなり私の腕を掴み耳元で囁く。

「新田本部長のこと、竹内に聞いた？」

「はあ、常務昇進のことでしたら聞きましたが……」

「常務昇進を断っていた理由も？」

「あ、はい……新薬開発の仕事を続けたいから。ですよね？」

　本田係長は辺りを見渡すと一旦、会話を止め、私の腕を引っ張り廊下に出た。

「お喋りな竹内には言わなかったけど、本部長秘書の須堂には教えといてあげる。新田本部長が常務になるのを渋ったのは、社長のお嬢さんとの結婚が絡んでいたからなの」

　えっ……結婚？

「それは、どういうことですか？」

　今度は私が本田係長に詰め寄る。

「詳しい話、聞きたい？」

　動揺しつつ頷くと、本田係長は私について来るよう目配せして非常階段に続くドアを開けた。

　冷たいビル風が吹き抜けていく中、本田係長はなびく髪を右手で押さえ「このことは誰にも言っちゃダメよ」と念を押して話し出す。

「三ヶ月くらい前だったかな……社長とランチの約束をしていたお嬢さんがお昼前に社長室に来たの。その時、偶然新田本部長も社長室に居て、少し話をしていたんだけど、明らかにお嬢さんの様子がおかしかった」

「おかしかった……とは？」

「新田本部長のことをうっとり見つめて頬を赤らめていた。本部長に好意を持っているってすぐに分かったわ。これは私の想像だけど、あの日、ふたりが顔を合わせたのは偶然じゃなく、社長が仕組んだこと。社長は信頼している新田本部長と自分の娘を結婚させようと思っていたんじゃないかな。で、社長の思惑通りお嬢さんはその気になった」

　その数日前に前常務が関連会社の社長に就任していて、当初の予定では統括本部長が常務に昇進するはずだったのに、突然新田本部長が候補に挙がったそうだ。

「ひとり娘の婿になるんだもの。世間的にも本部長より常務の方がいいでしょ？　それに、結婚が決まった後に昇進させれば、身内びいきと思われて印象が悪い」

　社長がそこまでして新田本部長と娘の結婚を望む理由は、社内の勢力争いが関係していた。箕輪製薬には社長派と専務派、ふたつの派閥が存在する。立場的には社長の方が上だが、専務は大株主と親戚関係にあり、他の取締役との関係も良好。今専務と対立すれば社長が失脚する可能性だってあるのだ。

「取締役会で専務が社長解任の為の臨時株主総会の招集を提案したら、おそらく通るでしょうね。取締役は専務派の方が多いから」

「だから社長は新田本部長を常務にして自分の味方を増やしたいと考えた……」

「そういうこと。株主総会では、身内に大株主が居る専務が絶対的に有利だから、何がなんでも取締役会の段階で阻止したいって思ってるはず。それに、新田本部長が新薬開発に関わるようになってから会社の業績は右肩上がりで箕輪製薬の株価もうなぎ上り。株主は新田本部長を高く評価してる」

　その新田本部長が社長の義理の息子になれば、多くの株主を味方につけることができるかもしれない。

「でも、新田本部長は常務昇進を受けなかった」

「社長の思惑通りにはいかなかったってことですね」

「そう……でも今回、本部長が常務昇進を承諾したってことは、社長の思惑通りになったってことじゃない？　だけど、意外だったな。新田本部長なら社長命令でも突っぱねると思っていた。まぁ、彼も権力には勝てなかったってことね」

　それはつまり、新田本部長と社長の娘さんとの結婚が決まったということ。

「そんな……」

　好きになった男性ひとがまた、他の女性と結婚してしまう。

　余りにも早い恋の終焉。落胆して項垂れる私に本田係長の言葉が更に追い打ちをかける。

「社長のお嬢さんって綺麗な人だから、案外気に入ったのかもね。いくら社長命令でも好意もない女性と結婚なんてしないでしょ」

　本田係長の言う通りだ。そうだよね。これからの人生を共に歩んでいける人だと思ったから結婚を決めたんだよね。

　だけど、やっぱり悲しくて、どうしようもなく切なくて、目に涙が滲む。

　ダメだ。ここで泣いたら本田係長に変に思われてしまう。

　咄嗟に潤んだ瞳を空に向け、零れ落ちそうになる涙を必死に堪えた。






　会社のビルを後にして駅に向かう途中でも、新田本部長のことが頭から離れなかった。

　明日の朝、本部長と顔を合わせたら、私は冷静で居られるかな……。

　そんなことを考えつつ駅の改札を抜けた時、ポケットの中でスマホが鳴る。

「お母さんだ……」

　立ち止まり電話に出ると、母の切羽詰まった声が聞こえてきた。

『雅……お父さんが倒れて……今、病院に居るの』

「えっ？　お父さんが倒れた？」

　母はかなり動揺していて父の容態を聞いても『まだお医者さんからなんの説明も受けていない』と泣きじゃくっている。辛うじて分かったのは、仕事中に突然酷い動悸と眩暈がして立っていられなくなり、救急車で病院に運ばれたということだけ。

　多分、持病の不整脈が関係しているんだ。お正月に帰った時は元気だったのに……。

「お母さん、しっかりして。今からそっちに行くから」

　そのまま品川駅に行き、新幹線で実家がある静岡に向かう。父親が救急搬送されたのは市内の総合病院だ。

　私が病院に到着すると、ＩＣＵの扉の前で母が呆然と立ち竦んでいた。

「お母さん……」

「ああ……雅」

　ひとりで心細かったのだろう。母は私に気付くと涙で濡れた顔をくしゃくしゃにして抱き付いてきた。

「ついさっき、お父さんのカテーテル手術が終わったとこ。今日はＩＣＵから出られないみたい」

　その後、執刀医師から説明があり、告げられた父親の病名は心房細動しんぼうさいどうだった。

　心房細動とは、心臓内にある心房が小刻みに震えて痙攣している状態になること。そうなると心房の中で血液がよどんで固まりやすくなり、血栓が形成されることがあるそうだ。その血栓が心臓の血管で詰まると心不全、脳の血管で詰まれば、脳梗塞を引き起こす。

「心房細動から脳梗塞を発症すると高い確率で重症化すると言われていますので、急遽、冷凍凝固れいとうぎょうこアブレーションというカテーテル手術を行いました」

　しかしどんな手術でもリスクはある。治療箇所が出血すれば、心臓に血液が溜まりポンプ機能を阻害する心タンポナーデになる可能性もあるそうだ。

「それで、父の容態は？」

「今のところ術後の経過は良好です。安定していますよ。このまま何も問題なければ、一週間ほどで退院できるでしょう」

　微笑む医師に何度も頭を下げてお礼を言った後、母と廊下に出てふたり並んで長椅子に座る。

「きっと大丈夫。心配いらないよ」

　憔悴して項垂れている母の肩を抱いて励ましの言葉を掛けると、母が視線を上げ、私の顔を凝視した。

「あのね……実は、雅に黙っていたことがあるんだよ」

　いつになく真剣な表情の母に少々戸惑う。

「えっ？　何？」

「雅に心配かけたくないから絶対に言うなってお父さんに口止めされていたんだけど、もう黙っているわけにはいかない。お父さんね、私にも内緒で親友の借金の連帯保証人になってたの」

「連帯保証人って、まさか……」

「そのまさかだよ。お父さんの親友、逃げちゃったんだよ」

　その親友が二年前に夜逃げをして行方不明になってからは、お父さんが借金を肩代わりして返済していたそうだ。

「お父さんからその話を聞いた時はショックで暫く何も手につかなかった。でも、一番ショックだったのはお父さんだったんだよね。信頼していた親友に裏切られたんだから……」

「それで、その借金はいくら残ってるの？」

「あと、三千万……かな」

「さ、三千万？　そんなに？」

　父は借金を返済する為に仕事を増やし頑張ってきたが、メインの取引先が倒産して売り上げが激減。ここ数ヶ月、返済が滞っていた。すると突然銀行から今週の金曜日までに全額を支払うようにと連絡がきたのだ。

「金曜日って……今日は水曜日だよ。明後日ってこと？」

「うん……」

　このままでは家も工場も失ってしまうと泣きじゃくる母。私は言葉もなく宙を見つめた。

　連帯保証人になって三千万円の借金の肩代わりだなんて、こんなの自分とは関係のない世界の話だと思っていた。とにかく落ち着いて考えないと……両親を助けられるのは私だけなんだから。

　悩んだ末、自分が銀行からお金を借りて家族を助けようと決める。

　翔也と結婚する為に貯めていた預金が四百万ほどある。残りは二千六百万か……。

　翌日、父の容態が安定しているのを確認した私は会社に電話をし、父の件を説明して休暇を取った。

　今週は特に重要な予定はなかったはず。でも、急なスケジュールの変更があるかもしれない。

　念の為、竹内に新田本部長のフォローを頼み、金策に走った。

　まず向かったのは、父親が借金をしている地元の地方銀行。手持ちの四百万円を振り込むので少し猶予が欲しいとお願いするも、返済が滞ったのは今回が初めてではない。これ以上譲歩はできないと突っぱねられる。ならばと、他の銀行や信用金庫をまわったが、どこも融資を受けるにはある程度の審査期間が必要だと。それに、たとえ審査に通ったとしても二日後の返済日には間に合いそうにない。時間が許す限り多くの銀行を訪ねたが同じ理由で断られた。まさに四面楚歌状態。

　母の落胆する顔を見るのが辛くて病院に行くことができない。取り敢えず実家に向かうと、玄関先に見覚えのあるセダンが停まっていた。

　私に気付き車から降りてきたのは、あの企業経営アドバイザーの榊原さんだ。

「お留守のようでしたので帰るところでした。お父様はお出かけですか？」

　あ、そうだ。この人なら何かいい方法を知っているかもしれない。

　藁をも掴む思いで事情を説明してアドバイスを求めると、彼は「方法ならありますよ」と満面の笑みを浮かべる。

「本当ですか？」

　私が身を乗り出した直後、彼の眼鏡の奥の瞳が鈍く光ったような気がした。

「あなたが決断すれば、すぐにでもお金は用意できます」

「私が決断？　それは、どういう……」

「雅さんでなければ手に入らない情報……それを私に渡して頂ければ、三千万円……いえ、内容によっては、五千万円は出せます」

　何それ？

　この時点でかなり怪しげな雰囲気だった。

　何か手がないかと事情を話してしまったけど、この人、なんか変……。

　思わず後退りをして榊原さんと距離を取ると、彼の口からとんでもない言葉が飛び出した。

「箕輪製薬が今現在、開発している新薬の情報をリークして頂きたい」

「はあ？」

　とんでもないことを彼が悪びれる様子もなくサラッと言ったことに驚く。

　榊原さんは何を考えているの？　新薬の情報をリークだなんて、有り得ないんだけど。

「噂では、その新薬は医療界が切望していた画期的な抗生物質だそうですね。違いますか？」

　嘘でしょ？　情報が洩れてる？

　確かに我が社が研究開発しているのは、ある病原菌に有効な働きをする抗生物質。その病原菌は人間の身体を壊死させる〝人食いバクテリア〟と言われている恐ろしい菌だ。治療にはペニシリン系や、セフェム系の抗生物質が有効だということは分かっているが、まれにその抗生物質が効かない耐性菌が発生することがある。そうなるともう手の施しようがない。その厄介な耐性菌をも死滅させることができる新たな抗生物質の開発が切望されていた。

　そこで箕輪製薬が注目したのが放線菌ほうせんきんだ。放線菌は一般的な土壌細菌で抗生物質生産菌として知られる。

　研究チームがある地域の土壌から偶然新種の放線菌を発見し、それが新たな抗生物質の開発に繋がった。

　でも、そこに辿り着くまでには多くの時間と労力を要した。その情報をリークしろだなんて……。

「バカなことを言わないでください！　そんなことできるわけない」

　私が声を荒らげても彼は全く動じず、微笑みを絶やさない。

「誤解しないでください。私は雅さんに何かいい方法はないかと聞かれたから提案したまで」

「ぐっ……」

　それはそうだけど、まさかこんな提案されるなんて思ってもいなかった。でも、どうして榊原さんが新薬の情報を欲しがるの？

　その疑問を口にすると――。

「ああ……それはですね、正直、本業の企業経営アドバイザーだけではなかなか余裕のある暮らしができなくて、ちょっとしたサイドビジネスをしているんですよ」

「副業ってことですか？」

「そう、企業が欲している情報を提供するという副業です。一週間前にある製薬会社から同業他社が開発している新薬の情報があったら買い取りたいと依頼がありましてね。丁度良かった」

　丁度良かったって……。

　私が情報を流す前提で話していることが許せなかった。

「はっきり言います。私は会社を裏切るつもりはありません。お断りします」

　そう断言し、回れ右をして玄関に向かって歩き出そうとしたのだけれど、榊原さんが私の腕を掴む。

「取り敢えず、お返事は支払期日の金曜日まで待つことにしましょう。私は明日から出張で東京に行きます。週末まで滞在する予定ですので、その気になったらいつでも連絡してください」

　榊原さんは私の鞄に無理やり名刺を押し込むと丁重に一礼して車に乗り込んだ。

　誰が連絡なんて……塩をまいてやりたい気分だ。

　怒りに震えたが、その一時間後、私は父が入院している病院のデイコーナーで不甲斐ない自分を責めていた。

「お母さん、ごめん。融資受けれなかった」

「そう、ダメだったんだね」

「力になれなくて……本当にごめん」

「何言ってるの。借金は雅に関係のないことなんだから気にしなくていいよ。家と工場は手放すことになるけど、またお父さんと一から頑張るから」

　必死に笑顔を作ろうとしている母が不憫でならない。

「工場を手放したら仕事もできないじゃない。まだ返済日まで二日あるから他に何かいい方法がないか考えてみる」

「大丈夫。なんとかなるから」

　大丈夫なわけない。還暦に近い両親にできることは限られている。

「お母さん、諦めないで！」

　そう言った時、一瞬頭の中に榊原さんの顔が浮かんだ。

　私ったら、何考えてるの？　何があっても情報漏洩だけはダメ。

　頭を左右に大きく振ると母が私の手を取り、優しく撫でながら言う。

「雅、有難う。本当にもういいから……お母さんね、覚悟を決めたよ」

　母は分かっていた。担保になる資産が何もない私が融資を受けることなどできないということを。

「借金を背負った理由がなんであれ、返せなかった私達が悪いの。もうジタバタするのはやめて現実を受け入れることにしたから」

「お母さん……」

　お母さんは私よりずっと前向きだ。私も現実を受け入れなきゃいけないのかな。

　張りつめていた糸が切れたように身体の力が抜けていく。

「お父さんね、出血もないし問題ないって。だから雅は東京に戻りなさい」

「でも、お父さんが退院しても帰る家がなかったら困るでしょ？　明日、不動産会社に行って貸家とかないか探してみる」

「そのことなら心配いらないよ」

　私が病院に来る前に近くに住んでいる父の姉が見舞いに来てくれて、事情を説明すると、自分も年金暮らしで資金援助は難しいが、自宅の離れが空いているので自由に使っていいと言ってくれたらしい。仕事の方も知り合いが経営しているネジ工場を紹介してくれるとか。

「そう、伯母さんが……」

「弟の不始末だからせめてそのくらいさせて欲しいって、お義姉さん、泣きながら謝っていた。だから心配しなくていいよ」

　父の付き添いも伯母さんが協力してくれることになったそうだ。

「私達のことより、雅は自分の心配をしなさい」

「自分の心配って？」

「あんたもいい歳なんだからそろそろ結婚とか、将来のこと真剣に考えた方がいいよ」

　それを言われると辛い。「そのうちね」と小声で呟き、血管の浮き出た母の小さな手を強く握り締めた。

















奪われた心とカラダ












　翌日、始発の新幹線で東京に戻った私は少し早く出社した。

　今朝実家を出る時、母は吹っ切れたような笑顔だったけれど、私は今なお思い出が詰まった実家と工場を失うことに抵抗があった。

　まだできることがあるんじゃないか……。

　未練たらしく新幹線の中でそんなことばかり考えていたのだ。

　秘書課で溜まっていた雑務を終え立ち上がると、竹内が出社してきた。

「えっ？　須堂主任、もういいんですか？」

　竹内は私が暫く会社を休むと聞いていたらしく、今日も新田本部長の秘書代行だと思っていたので早めに出社したのだと。

「ごめんね。迷惑かけちゃって。手術は無事成功したし、もう大丈夫だから」

「そうですか。良かったです。正直、今日も新田本部長と一緒かと思うと気が重くて……なんか緊張しちゃうんですよね～。冗談言っても全然笑ってくれないし……」

「ふふっ……それは大変だったね。今度何か美味しいものご馳走するから」

　竹内の表情がパッと明るくなり、ぴょんぴょんと飛び跳ねながら抱き付いてくる。

「約束ですよ～。でも、本当に良かったですね。お父さんの具合が悪かったら須堂主任も結婚どころじゃないだろうし……心配してたんですよ」

「あ……」

　翔也と別れたこと、そろそろ竹内に言った方がいいかな。黙っていたらずっとこの調子で結婚はまだかって聞かれそうだ。それも辛い。

「実はね、彼氏とは別れたの。だから結婚もなし」

「えっ……」

「理由は聞かないで。思い出したくないの」

　それだけ言うと呆然としている竹内の肩をポンと叩き、秘書課を出て本部長室へと急ぐ。

「あ、良かった。新田本部長、まだ出社してないんだ」

　昨日休んだお詫びに今朝はとびっきり美味しいコーヒーを淹れようと思っていた。

　ドリッパーから落ちてくる琥珀色の雫を見つめ、その香ばしい香りを胸一杯に吸い込むと背後でドアが開く音がする。

「新田本部長、おはようございます。昨日は申し訳ありませんでした」

「えっ……今日も休みだと思っていたんだが……もう出てきていいのか？」

　新田本部長も竹内と同様、今日も休みだと思っていたようだ。

「はい、担当医の話では、術後の経過は順調で問題はないとのことでしたので。それに、母がもう帰れと……ご迷惑をお掛けしました」

「そうか、手術が成功して良かった」

　安堵の笑みを浮かべた新田本部長に一礼すると素早くサーバーの中のコーヒーをカップに注ぎ入れ、デスクに向かう本部長の後を追う。すると、彼が突然足を止め振り返った。

「……しかし、本当にいいのか？」

「わわっ！」

　本部長は私がすぐ後ろに居たことに気付いてなかったのだ。彼に激突するのを避けようと慌てて足を踏ん張ったせいでソーサーの上のカップが揺れ、その中で湯気を立てているコーヒーが大きく波打つ。

　このままじゃ本部長の高級スーツをコーヒーで汚してしまう。そう判断した私は咄嗟にソーサーを自分の方に傾けた。その結果――。

「熱っつ！」

　胸の辺りで豪快に飛び散る飛沫。淹れたてのコーヒーは思っていた以上に熱かった。

「おい、大丈夫か？」

「あ、はい。新田本部長は？　コーヒー掛かりませんでしたか？」

「私のことはいい。それより火傷はしていないか？」

　彼は私の茶色に染まったブラウスの襟を広げ、自身のスーツのポケットから取り出したハンカチで水分を丁重に拭き取ると胸元を凝視する。

　そ、そんな近くで……。

　見つめられている胸の奥で心臓が暴れ出し、全身がコーヒーを浴びたように熱くなる。

「少し赤くなっているな。これは冷やした方がいい。氷を持ってきてやるから待ってろ」

「い、いえ、それは自分で。どうかお構いなく」

「いいからここでジッとしてろ」

　新田本部長が部屋を出て行くと私は彼に見つめられた胸を押さえ、その場に座り込んでしまった。

　あぁ～どうしよう。絶対、ブラ見えたよね。

　実際はもっと恥ずかしい部分を見られているのだけれど、今はそっちの方が恥ずかしい。

　でも、新田本部長って、優しいんだ……。

　父親の手術に家の借金。色んなことがあって精神的に参っていたからなのか、彼の優しさが心に沁みる。

　ヒリヒリする胸を押さえ「はあーっ」と吐息を漏らすと氷嚢を持った本部長が戻って来た。

「さあ、これで冷やして」

　彼は私の肩を抱き、胸元に氷嚢を当てる。

「すみません」

　氷嚢のひんやりした感触が色んな理由で熱くなった肌から熱を奪っていく。

　好きになってはいけない人。でも、もう少しこのままで……本部長に触れていたい。

　なんて思っていたのだが、残念なことに邪魔が入る。真っ青な顔をした竹内が叫びながら部屋に飛び込んで来たのだ。

「須堂主任、大火傷したって本当ですか？」

「大火傷？」

「救急車呼びましょうか？」

「なっ、ちょっと、やめてよ」

　慌てる私の横で新田本部長がくすりと笑う。そしてスーツの内ポケットからカードケースを取り出すと、中からブラックカードを引き抜いて竹内に差し出した。

「須堂君に必要なのは救急車ではなく、着替えのスーツだ。悪いがこのカードで買ってきてくれないか」

「えっ？　それは困ります。支払いは私が……」

「いいから。少し遅くなったが、私からの誕生日プレゼントだ」

「あ……」

　誕生日……それは、新田本部長に抱かれた日。

　彼はそんなつもりで言ったのではないと分かっていても勝手に関連付けて激しく動揺する。同時にひとつの疑問が頭を掠めた。

　――どうして本部長は私の誕生日を知ってるの？

　が、冷静になって考えてみれば、社員名簿を自由に見ることができる彼なら部下の個人情報を知るのは容易なことで、担当秘書の誕生日を知っていても不思議ではない。そんなことより問題なのは、私の心の火傷の方が重症だってこと。そっちの火傷はどんな治療をすれば治るんだろう。












　冬の日暮れは早い。本部長室の大きなフィックス窓から見えるビル群に明かりが灯り始める。

　終業時間の十五分前。そんなタイミングで新田本部長に急な会議が入った。

「こんな時間から会議ですか？」

「ああ、どうしても今日中に詰めておきたい案件なんだ。君は定時になったら帰ってくれ。私を待つ必要はない」

「……はい」

　一礼した私に片手を上げ歩き出した本部長だったが、数歩歩いたところで立ち止まり、振り返って私の胸元を指差す。

「火傷、大丈夫か？」

　幸い少し赤くなっただけでもう痛みはない。

「はい、ご心配をおかけしました。もう大丈夫です。あ、それと、スーツ……有難うございます」

「うん、よく似合っている。じゃあ、お疲れ」

　竹内が選んで買ってきてくれたスーツはグレーのシックなタイトスーツ。デザインはシンプルで派手さはないが、海外の有名ブランドの一点物だそうで、かなり高額なものだった。

　それを知ったのは、着替えようと秘書課に戻った時。値札を見て目玉が飛び出しそうになった。慌てて竹内を呼んで返品するよう頼むも、竹内曰く、会社のビルを出たところで新田本部長から電話があり、誕生日プレゼントだからそれなりの金額のものにしてくれと言われたのだと。加えてブランドとスーツの色を指定されたらしい。

　さすがハイブランド。身体の動きにぴったりフィットして着心地がいい。

「こんなの自分じゃ絶対買えないな。お返しに頑張って仕事しないと……」

　姿勢を正し、気持ちを切り替えてパソコンに向かう。

　残っていた仕事を終えるとタイミングよく定時になったので帰り支度を始めたのだが……。

「あ、そうだ」

　あることを思い出し、鞄の中からプライベート用のスマホを取り出す。

　仕事中も借金返済について色々考えていたけれど、結局いい方法は思い浮かばなかった。タイムリミットは銀行の営業が終了する明日の午後三時。それまで粘ることもできたけど、今はもう諦めの気持ちの方が大きい。

　現実はそんなに甘くない。私ひとりが頑張ってどうこうできる金額じゃない。だったらせめて私ができることをしよう。これからお世話になる伯母さんに私からもお礼を言っておいた方がいい。

　電話に出た伯母にお詫びと感謝の気持ちを伝え「両親のこと、宜しくお願いします」と言うと、伯母は不思議そうな声で『なんのこと？』と返してきた。

「えっ、伯母さんの自宅の離れでお父さん達が暮らすことになったんじゃあ……」

『雅ちゃん、何言ってるの？　離れは今年結婚する息子夫婦が住むことになってるのよ。それより、手術ってどういうこと？　借金ってなんなの？』

　嘘でしょ……。

　伯母さんは何も知らなかった。弟が入院して手術したことも、借金のことも。

　まさか……お母さん、私を安心させようと思って嘘ついたの？

　全てを理解した私の手からスマホが滑り落ちる。

　一番辛いのはお母さんのはずなのに、私に心配掛けまいと笑顔でこんな嘘までついて……。

　悲しかった。それ以上に悔しかった。そして母親の愛が痛かった。

　私、もう大人だよ。心配されるような歳じゃない。

　デスクに拳を振り下ろすと握り締めた手の上で涙が弾け飛ぶ。

　昔からそうだった。両親は何より私のことを優先してくれていた。

　私の家はごくごく一般的な家庭でお金に余裕があったわけではないのに、両親は私がやりたいということはなんでもやらせてくれた。

　バレエにピアノに絵画教室。他にも沢山の習い事をしたけど、私はすぐに飽きてしまって長続きしなかった。それでもふたりは私が本当にやりたいことが見つかるまで色んなことにチャレンジすればいいと言って笑っていた。習い事の為に用意したものが全て無駄になってしまったのにだ。それに費やしたお金は決して少ない金額ではない。

　高校生の時は月謝の高い有名進学塾に通わせてくれたし、私が希望した私立の大学にも行かせてくれた。

　奨学金という借金を背負わずに済んだのは、両親が朝から夜遅くまで働いて学費と生活費を出してくれていたから。今思えば、学生時代の私はお金の心配などしたこともなかった。なのに、両親が一番困っている時に私は何もしてあげられない。

「……情けないよ」

　デスクに突っ伏して声を上げて泣いた。泣いて、泣いて、涙が枯れるまで泣いて、決心する。

　諦めちゃダメ。私が両親を助けるんだ。

　涙で濡れた顔を上げて唇をグッと噛み締めた時、頭の中であの言葉が響く。

『――あなたが決断すれば、すぐにでもお金は用意できます』

　あ……。

　両親を助ける方法はまだ残っていた。

　そうだ。あの名刺。

　鞄に入れっぱなしになっていた榊原さんの名刺を手にし、ごくりと唾を呑み込む。

　もうこれしかないと気持ちが大きく傾くも、既の所で思いとどまる。

　ううん、やっぱりこのやり方は違う。許されない。

　一瞬でも人の道を外れ会社を裏切ろうとした自分が怖くなり全身に鳥肌が立つ。だけど、追い詰められた私の理性はガラス細工のように脆かった。程なく聞こえてきたもうひとりの私の声に気持ちが揺れる。

　――それは、心を惑わす悪魔の囁き。

『バレなければ、平気だよ』

　違う！　そんな問題じゃない。

『会社と両親、どっちが大事なの？』

　それは……。

『これは大切な家族の為。雅は両親を見捨てるの？　大丈夫。データをコピーして渡せば誰にも分からない』

　誰にも……分からない？

　一旦は丸めてゴミ箱に捨てた名刺を拾い上げ、パソコンの時計に目をやる。

　新田本部長の会議は内容からして一時間は掛かるだろう。まだ三十分ある。

　何かに取り憑かれたようにふらふらと立ち上がると、デスクの引き出しからＵＳＢメモリを取り出した。

　両親を助ける為だと自分に言い聞かせ、窓際の新田本部長のデスクに向かって歩き出す。

　そう、私が守らなきゃいけないのは会社じゃなく、家族……。

　その使命感が強く背中を押し、罪悪感や背徳感という理性を消し去ってしまった。

　新田本部長のデスクトップパソコンはスリープ状態で電源が入ったまま。私は震える手でＵＳＢメモリを接続すると、新薬の情報が入っているフォルダーを探した。

　最新の研究結果やデータは新田本部長のパソコンに送られ、常に確認できるようになっている。それをコピーすればいい。

　しかしフォルダーに辿り着く前にパスワードを要求された。

　ああ……そうだった。極秘の情報は八桁のパスワードがないと開けないんだ。

　トライできるのは三回まで。それ以上失敗すれば、ロックされる。

　落ち着け。落ち着いて考えるの。前に新田本部長がパスワードのことを話していたことがあったじゃない。一ヶ月に一度変更されるパスワードは、今自分にとって重要だと思う数字を選んでいると……。

　新田本部長が重要だと思う数字……自分の誕生日？　そんなの今時あり得ないか。携帯番号は？　そもそも八桁じゃない。じゃあ、箕輪製薬に入社した日とか？　いや、それが今重要とは思えない。

「重要……重要……」

　何度も繰り返し呟き、ハッとした。

　本部長が常務に昇進すると決まった日は？　それに、その日は社長の娘さんと結婚が決まった日。彼にとって間違いなく重要な日だ。

　デスクの上のカレンダーで確認し、慎重にテンキーで日付を打ち込む。そしてひとつ大きな深呼吸をしてからＥｎｔｅｒを押した。

「あ……違う」

　本部長にとって、人生を変えることになったあの日は重要じゃなかったの？　だったら常務に昇進予定の三月一日かも？

　だが、新田本部長は『今自分にとって重要だと思う数字』と言っただけで、そもそも日付とは限らない。でも、他に思いつく数字はない。

「早くしないと本部長が戻って来ちゃう。チャンスはまだ二回ある。やってみよう」

　汗でぐっしょり濡れた手を擦り合わせ、Ｅｎｔｅｒキーの上に中指を置いた時だった。

「――何をしている」

「あ……っ！」

　声を上げた拍子にＥｎｔｅｒキーを押してしまい、パソコンの画面にエラーの文字が現れる。
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「新田……本部長」

　声にならない声。背中に冷たいものが走り、全身の血が引いていくのを感じた。

「私のパソコンで何をしているのかと聞いている。答えろ」

　たとえ秘書でも断りなく本部長のパソコンに触れることは許されない。

「あっ、ああぁ……」

　怒りに満ちた表情で近付いて来る彼に恐怖を感じ、無意識に一歩、二歩と後退る。そんな私の手首を掴んだ本部長がパソコンのディスプレイに視線を向けた。

「これは……」と呟いた後、ＵＳＢメモリを引き抜いた。そして眼光鋭く私を睨む。

「新薬の情報を見ようとしていたのか。で、このＵＳＢメモリは？　どういうことだ？」

「はっ、はっ……っ」

　激しい震えと荒い呼吸のせいで声が出ない。

「社の規則でＵＳＢメモリを使用することは禁止されている。そして極秘情報をコピーすることも固く禁じられている。君が知らないはずはないよな？」

　言い訳できない。終わった。全て終わった。もうここには居られない。

　そう思ったら立っていられなくて、崩れ落ちるように床に座り込んでしまった。が、新田本部長は容赦ない言葉で更に私を追い詰めていく。

「新薬の情報を外部に漏らせばどうなるか……会社は君を訴えるだろう。そうなれば、君は捕まり、莫大な賠償金を請求されることになる。当然社会的信用を失い、これからの長い人生を棒に振ることになるんだ」

　その通りだ。ああ……私はなんてことを……。

「親を泣かせるようなことをするんじゃない」

　この一言が一番堪えた。胸の奥がズキズキと痛み、瞬きを忘れた目から涙が零れ落ちる。

　両親を助けようとしたことが、反対に苦しめることになるなんて……。

「……新田本部長」

「んっ？」

「私が責めを受けるのは当然のこと。どんな罰でも受けます。でも、両親にだけは……このことを知られたくない」

　家や工場を失い、娘が犯罪者になったらどうなるか……。

「勝手なお願いというのは分かっています。でも、両親を泣かせたくないんです」

　私は床に額を押し当てて内密に処理して欲しいと必死に懇願した。すると新田本部長が私の前に屈んで「顔を上げろ」と言う。それでも謝り続けていると無理やり身体を起こされた。滲んだ視界に浮かび上がったのは、熱を孕んだ切れ長の瞳。

　新田本部長、怒ってるよね。自分がしたことを棚に上げて表沙汰にしないで欲しいだなんて、そんな都合のいいこと言ったら誰でも怒るよね。

「……すみません。でも、両親には会社を辞める理由を知られたくないんです」

　堪え切れず再び涙が頬を伝う。すると彼が零れ落ちた涙を親指で拭い呆れたようにふっと笑った。

「誤解するな。さっきの話は須堂君が情報漏洩をしたらどうなるか、それを説明したまで。幸いにも君の行為は未遂に終わった」

「でも、私が会社を裏切ろうとしたことに変わりは……」

「ああ、未遂だとしても、このまま何もなかったということにはできない。なぜ新薬の情報をコピーしようとしたのか、理由を聞かせてもらおう」

「そ、それは……」

　解雇はもう決まっている。それなら敢えて自分の親の恥を晒すようなことは言いたくない。そう思ったのだが……。

「理由を聞いた上で、どう対処するか私が決める」

「新田本部長が？　会社に報告しないのですか？」

「真面目な君がこんなことをするということは、余程の理由があったんだろう。話してくれ」

　ということは、解雇じゃなく、自主退職になるかもしれないってこと？

　一筋の光が見えたような気がした。

　解雇されれば、再就職はかなり難しくなる。絶望的だと言ってもいい。でも、自主退職なら箕輪製薬のような優良企業に再び雇ってもらえるかもしれない。自分ひとりが助かったところで結局、借金はそのまま。何も変わらないけれど、少しでも給料のいい会社に再就職できれば、全てを失った後の両親に多少なりとも仕送りができる。親孝行ができるんだ。

「分かりました……お話します」

　新田本部長に促されソファに座ると、昨日からの出来事を全て話した。

「三千万の借金を返す為に？」

「はい、いけないことだと分かっていたのですが、もう他に方法が思いつかなくて新薬の情報を……申し訳ございません」

「なるほどな。しかし君も、君のご両親も厄介なヤツに関わってしまったようだな」

　隣に座っている本部長が背もたれにもたれ掛かり、ため息をつく。

「厄介なヤツって……新田本部長は榊原さんのことを知っているのですか？」

「ああ、その榊原という男は業界では結構有名でね、うちの会社にも他の製薬会社の情報を買わないかとアプローチしてきたことがあったと聞いている」

　そうだったんだ……。

「だが、箕輪製薬の新薬の情報がたったの三千万とはな……安く見られたもんだ」

　不服そうに零した新田本部長だったが、舌打ちをすると急に真顔になり、私の顔を覗き込んできた。

「で、どうするんだ？」

「どうする……とは？」

「実家の借金のことだ」

「それは……もう諦めました。明日までに三千万なんて大金、用意できませんから」

　私のこの言葉を最後に居心地が悪い沈黙が続く。

　早く結論を聞かせて欲しい。そんな思いで隣の新田本部長の様子を窺うと、彼がようやく口を開いた。

「その借金、私が立て替えて支払ってもいい」

「えっ……」

　思いもよらぬ言葉に私の頭の中は大混乱。

　なんで？　私は会社を裏切ろうとしたんだよ。なのに、どうして本部長がうちの借金を支払うの？　彼にそんなことする理由なんてないのに……。

「ど、どうして？」

　パニックになりながら問うと、新田本部長は驚くほど冷静に返してくる。

「須堂君が二度とあんなことをしないように……実家の借金返済が解決すれば、もう情報漏洩しようだなんてバカなことは考えないだろ？」

「それは、そうですが……」

「須堂君は優秀な秘書だ。君を失えば、会社にとって大きな損失になる。君がこれからも私の秘書として働いてもらう為にそうすることにした」

「……では、私は会社を辞めなくてもいい……ということですか？」

「そういうことだ。情報漏洩の件は上には報告するつもりはない。君は今まで通り箕輪製薬の社員で私の秘書だ」

　良くて自主退職だと思っていたから驚きを隠せない。

「それに、君が辞めたらあの旨いコーヒーが飲めなくなるしな。それが一番困る」

　新田本部長が冗談を言った。

　そのことに驚き、私は一番重要なことを忘れるところだった。

「見逃していただいた上に、会社に残ることを許していただき、感謝しています。でも、三千万は……」

「もちろん三千万は返済が可能になったら返してもらう。返済方法は月々でも一括でも構わない。悪い話ではないと思うが？」

　その通りだ。私は三千万円のお金を借りる為に地元の金融機関で死ぬほど頭を下げた。でも、貸してはもらえなかった。お金を借りるということは大変なこと。多分、この広い世界で今私に三千万円を貸すと言ってくれるのは新田本部長だけだろう。

　おそらくこれが期日までに借金を返済できる最後のチャンス。

　だから彼の好意に縋りたかった。三千万円を借りて借金を返済したかった。でも、私の罪を見逃してくれた本部長にこれ以上、迷惑はかけられない。

　気持ちが大きく揺れ、答えられずにいると――。

「ただし、担保が必要だ」

「……担保？」

　そうだよね。私がその三千万を踏み倒して姿を消したら大損だ。お父さんも信頼していた親友に裏切られて借金を押しつけられたんだもの。私がそうしないという保証はどこにもない。

「君が持っているもので一番価値があるものを担保として差し出してもらう」

　一番価値があるもの？　住んでいるマンションは賃貸だし、車は持っていない。

　私には三千万円の担保になるようなものは何もないと言うと、本部長は首を振り、少し距離を詰めてきた。

「担保はふたつ。まずひとつは担保というより条件だ。三千万の返済が完了するまで須堂君が箕輪製薬を辞めないこと。そしてもうひとつは……」

「もうひとつは……？」

　復唱すると彼が私の耳元に顔を近付け、囁くように言う。

「君の……この身体だ」

「えっ、私のから……だ？」

　真面目が服を着て歩いているような新田本部長がまさかそんなことを言うなんて全く予想していなかったから驚きで言葉が続かない。

　強い衝撃で全身が硬直するも頭の中では、新田本部長に抱かれたあの夜の光景がフラッシュバックして甘い疼きが体内に広がっていく。

「どうする？」

　そう聞かれてもどう答えていいのか分からない。だって、新田本部長は社長の娘さんと結婚が決まっているんだもの。本部長は身体だけの関係を求めているということ、だよね？　つまりセフレか愛人になれと……。

　非常識でとても残酷な提案だった。にもかかわらず、すぐに断れなかったのは、あなたが特別な存在になっていたから。

　どんな形でも、また新田本部長の肌の温もりをこの身体で感じることができるのなら愛なんてなくていい。彼の傍に居られるんだったら愛人でもセフレでも構わない。

　私は自分が思っているよりずっと、彼のことを好きになっていた。

　本部長の結婚が決まったと知った時から必死に抑え込んでいた愛しいという感情が溢れ出し、もう止めることができない。

「構いません。私の身体でよければ、担保にしてください」

「そうか、交渉成立だな。今からネットで振り込みの手続きをするから銀行と口座番号を教えてくれ」

　人の道から外れたことなのかもしれない。でも、情報漏洩をしようとした時から既に人の道は踏み外している。こうなったら墜ちるところまで墜ちてみよう。その先にどんな地獄が待っていようと構わない。彼と一緒なら怖くない。






「お母さん、今手続きしたから、明日には振り込まれると思う」

『ああ……雅、有難う』

「それと、工場に出入りしていた企業経営アドバイザーの榊原さん……あの人の悪い評判を聞いたの。お父さんにもう関わらないよう言っておいて」

『えっ、あ、うん……分かった。それより本部長さんに代わってくれる？　お礼を言いたいから』

　新田本部長と電話を代わると、彼が持つ私のスマホから母親の感謝の言葉と嬉し泣きする声が漏れ聞こえ、私まで泣きそうになる。

　これで家も工場も人手に渡らずに済む。またあの思い出が詰まった家に帰れるんだ。

　もちろん母には担保の話はしていない。娘の身体を引き換えにお金を借りただなんて知ったら、ショックで卒倒するだろう。

　母との電話を切った後、本部長にお礼を言ってソファから立ち上がろうとした。彼の好きなコーヒーを淹れようと思ったのだ。けれど、腕を掴まれ引き戻される。

「あ、あの、コーヒーを……」

「今欲しいのは、コーヒーじゃない」

　新田本部長はソファの上で弾む私の肩を押さえ付けて妖艶な瞳で見下ろすと、もう片方の手で頬を優しく撫でた。

　ずっと欲しかった新田本部長の温もり。触れられている頬がじんわりと熱くなり、心臓が激しく脈を打つのが分かる。

「今日から君の身体は、私のものだ」

「っ……」

　借金や担保という縛りがなくそう言われたら、きっとこの上なく幸せだっただろう。でも、身体だけの関係でもいいと決めたのは誰でもない。私自身なんだ。それに、こうしている時だけは、彼は私だけを見てくれる。

　健気な愛――と言っていいのかな？　正直、少し前の自分からは想像もできない思考だ。翔也と付き合っていた頃は当然のように対等の愛を求めていたから。

　頬を撫でていた彼の手がゆっくり移動して髪の生え際をなぞると顎の輪郭を確かめるように滑り落ち、首の辺りでピタリと止まった。

「綺麗な肌だ……」

　酷く甘い声に心臓が跳ね、触れられている喉元が大きく上下する。

「緊張……しているのか？」

「いえ、あ……少し」

　本当は少しどころではなかった。初めての時みたいにガチガチに緊張している。

　もう二度と男女の関係になることはないと思っていた愛しい男性ひとに、こうやって触れられているんだもの。

「心配するな。取って食うようなことはしない」

　本部長が艶っぽい笑みを見せた後、首筋に柔らかいモノが触れた。少し乾いたそれは熱い吐息を吐き出しながら私の肌を食むように動き、ゆるりと胸元へと落ちていく。

　彼はブラウスの襟のラインに沿うようにキスをしながら器用に私のスーツのボタンを外し、上着をソファの上に投げ捨てた。

「あっ……」

　暖房が効いて十分暖かい部屋はブラウス一枚でもそれ程寒くはない。だけど、私の身体は小刻みに震えていた。

　緊張からくる震えではない。自分もあの女と同じだと気付いたから。

　私から翔也を奪ったあの女――。あの女は私と付き合っていると知った上で翔也と寝た。今の私は彼女と同じことをしようとしている。

　そんな一瞬の迷いを察したのか、新田本部長が動きを止めて身体を起こした。

「担保になると決めたことを後悔しているのか？」

「そんなことは……後悔はしていません」

「だったら、なぜ震えている？　私が怖いか？」

「いえ、怖くありません」

　そう、怖くなんかない。ただ、このことを新田本部長の婚約者が知ったらどう思うか……。

「どうしてもイヤなら言ってくれ……と言いたいところだが、拒否することは許さない」

　彼は高圧的な視線と言葉で私に絶対服従を要求する。主導権は自分にあると……でも、不思議と威圧感とか嫌悪は感じない。それはきっと、私がそうして欲しいと望んでいたから。こうやって罪悪感に圧し潰されそうになって躊躇したり、怖気づいて尻込みしてしまう気持ちを強い口調で悉ことごとく消し去って欲しい。

　でもそれって、凄く卑怯な考えだよね。

　新田本部長が無理やり従わせたのだと自分を正当化しようとしている。だったら、もう何も考えないようにしよう。墜ちるところまで墜ちようと覚悟を決めたんだから。軽蔑されようが謗りを受けようが構わない。

「分かっています。なんでも仰ってください。従います」

「いい娘こだ」

　頷いた新田本部長は両手で私の腰を掴むと軽々と持ち上げ、自分の膝の上に座らせた。彼の太腿を跨ぐ形になり、タイトスカートが大きく捲れ上がる。

　視線は私の方が上。新田本部長は唇に薄い笑みをたたえ私を見上げている。

「そのブラウス、自分で脱いで」

「えっ……自分で？」

　こういう時は男性が脱がせてくれるものだと思っていた私は少し戸惑い視線が泳ぐ。それに、照明の光が煌々と降り注ぐ中、峻烈しゅんれつで欲望に満ちた瞳に見つめられ肌を晒すのは堪らなく恥ずかしい。

　しかし彼の要求を拒否しようとは思わなかった。

　おずおずとブラウスに手を伸ばし、ボタンを外していく。するりと肌を滑りブラウスが背後に落ちると、本部長は「それも取って」と、淡いブルーのブラジャーを指差した。

「はい……」

　感情を押し殺し冷静な声で返した後、背中に手をまわしてホックを外す。締め付けが消えたふたつの膨らみが本来の形を取り戻し、彼の目の前でタプンと大きく揺れた。

　露になった胸の先端がちょうど本部長の目の高さにある。そう思うと頬が火照り、胸まで紅くなっていくのがはっきり分かった。
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「そんなにジッと見ないでください」

　目を逸らして胸の前で腕を交差すると、新田本部長が私の両手首を掴んで強引に腕を引き下げた。その反動で身体が仰け反り、乳房が再び揺れながら露になる。

　こんな明るい所で……恥ずかしい。

　羞恥に震えるも、私にできる精一杯の抵抗は肩を窄めることくらい。

　新田本部長は暫くの間、両方の手首を掴んだまま微動だにせず、熱の籠った双眸で私を見つめていた。時間にすれば、ほんの数秒だったのかもしれない。でも、上半身裸で両手の自由を奪われた状態の私にはとてつもなく長い時間に思えた。

「私に見られたくないのか？」

　不意に掛けられた声に慌てて首を振る。

「い、いえ……ただ、少し恥ずかしくて……」

「そうか、何があっても動じない君が恥ずかしがる姿はそそられるよ」

　それは私も同じ。普段は誰よりも真面目で、常に厳しく妥協を許さない新田本部長が男の顔をしている。そのギャップが私の女心を刺激して胸を高鳴らせた。

　そして手首を掴む手に力が籠った直後、彼が視線を合わせたまま膨らみに唇を押し当て、桜色に色づいた蕾を舌で転がし始めた。

「あぁっ……」

　輪郭がぼやけていた先端が見る見るうちに硬くなっていくのが分かる。それをしっとりとした柔らかい唇が覆い、ちゅっちゅっと音を立てて吸い上げられるとむず痒いような疼きが乳房全体に広がっていった。

　彼は一時も私から視線を逸らすことなく、ぷっくり膨らんだ蕾をザラリとした舌で執拗に攻め立てる。甘噛みしながら唾液で濡れた肌に熱い吐息を吹きかけられると下腹部の奥が熱く疼き、堪らず声が漏れて――。

「あ、あぁん……っ」

「さっきまであんなに恥ずかしがっていたのに、もう感じているのか？」

　あなただから……大好きな新田本部長だから感じるの。

　下唇を強く噛み、喉まで出かかった言葉を呑み込む。すると手首が解放され、大きな手がふたつの膨らみを下から豪快に持ち上げた。同時にたわんだ胸の先端が天を向き、再び彼の唇の中へと誘われる。

「ふっ……うっ」

　絶妙な舌使いで甘やかすように舐られ、熟れた果実のように朱く色づいた頂は自分が見てもとても淫靡だ。そしてもう片方の乳房の頂は骨ばった指の間に挟まれてコリコリと擦られている。

「あ、ああ……ッ」

　十分に感度が高まった両方の蕾を舌と指で同時に弄ばれている状態。それがどうしようもなく気持ちよくて思わず彼の頭を抱き締めると、不意に先端を爪先で引っ掻かれた。

「ひっ……」

　なんとも言えない甘くて強い刺激。反応した身体が新田本部長の膝の上でビクンと跳ね上がった。が、彼は構わず無防備な膨らみを形が変わるくらい激しく揉みしだき、長い指を肌に沈めていく。

　ああ……この感じ、覚えてる。あの夜もこうやって愛撫されたんだ。

「ふふっ……ピンと上を向いて欲しがってる。そうだろ？」

「……はい」

　私は欲しがっている。もっと深く蕩けるような刺激を……。

　その時、彼が脚を左右に開いたものだから、外側にある私の脚も押し広げられ、スカートが一気に腰まで捲り上がった。同時に彼の脚の間にお尻が落ちてバランスを崩した身体が後ろに倒れていく。

「ああ……」

　寸でのところで新田本部長の左腕に背中を支えられ落下は免れたが、大きく開脚した下半身を突き出したなんとも恥ずかしい格好をしている。視界に入ったのは、肌と同色のストッキングから透けて見えるブラとセットの淡いブルーのレースショーツ。

「いい眺めだ」

　彼は煽情的な視線を鼠径部の辺りに向けるとストッキング越しにショーツのクロッチ部分を上から下にゆっくりなぞった。それだけで背筋がゾワリとして、快感の波が押し寄せてくる。

「んんっ……ン」

「ほう……もうこんなに……」

　胸を激しく愛撫されている時から感じていたショーツの中の違和感。ねっとりとした熱いものが薄い布を濡らしていた。それはストッキングの上からでも確認できたようで、新田本部長が満足げに両方の口角を持ち上げる。

「どうやら覚悟はできているようだ。それが分かって安心したよ」

「……覚悟？」

「君が私を本気で受け入れる覚悟ができているか確かめたくてね。これだけ濡れていれば、まあ、いいだろう」

「私は……試されていたのですか？」

「そうだな。君が欲情してくれないと私が楽しめない」

　愛がない交わりとはそういうこと。彼がセフレに求めるのは気持ちではなく、カラダ。性欲の発散なのだ。自身の欲望を満たし、いかに性的興奮を得られるか……それには相手も積極的でなければ意味がない。

　改めて自分の立場を認識させられ胸に切ない痛みが走るも、裏腹に下腹部の辺りに熱が籠ってじくじくと疼いていた。

　本部長の望み通り私は欲情していた。なのに――。

「じゃあ、そろそろ帰るか……」

　えっ？　今日はこれで終わりってこと？

　彼は私を立たせると床に落ちたブラウスをふわりと肩に掛けてくれた。

「あ、あの……」

「ここは会社だからな。定時は過ぎて業務時間外だとしても、まだ残っている社員は居る。いつあのドアが開くか分からないだろ？　そんな姿を他の社員に見られてもいいのか？」

「それは……困ります」

　でも、新田本部長は満足したの？　それに、この火照った身体はどうすればいい？

　眉を寄せて切れ長の瞳を凝視すると、私の心の声に応えるように彼が囁いた。

「そんな顔をするな。続きは私の家で……ゆっくり楽しもう」

















冬の熱帯夜は切なくて












　ラベンダーの香りがする寝室の空気は甘く淀んでいた。どろりとした蜜のようなそれは、時折漏れる私の艶声と彼の熱い吐息で更に濃度を増し、汗で湿った肌に纏わりついてくる。

　あれから私達は地下駐車場で新田本部長のドイツ車に乗り込み、彼のマンションへと向かった。見覚えのあるタワーマンション。玄関のドアを開けるとすぐさま服を脱がされ、シャワーを浴びることも許されず寝室に直行した。

　この部屋に来るのは二度目だけれど、初めての振りをした。

　もうあの夜のことはバレても構わないと思ったが、本部長が全く気付いていないようだったし、息つく間もなくベッドに押し倒され話す暇がなかった。

「ん……っ、はぁ……っ」

　もうどのくらいこうしているんだろう。彼の蕩けるような愛撫のせいで時間感覚が麻痺して今が何時なのか分からない。

　大きく開いた脚の中心を彼の舌が這うように動いている。両手で左右に割られた陰唇は既に蜜で塗れ、ぐっしょり濡れていた。その秘所に太い舌が入り込み隘路あいろを激しく攪拌かくはんされると淫らな水音と共に熱い蜜が肌を伝って零れ落ちていく。

「こんなにシーツを濡らして……悪い娘だ」

「ご、ごめんな……さい」

「謝ってもダメだ。お仕置きしないとな」

　お仕置きって、何？

　本部長のサディスティックな言葉に心臓がトクンと震えた時、秘裂に彼の指が沈み、再度、濡れた花唇を押し広げられた。そして頂点の秘芽を尖った硬い舌が圧し潰す。

「ふ、ふぁああ……」

　電流が走るような衝撃と深い快感が腹部を貫くも彼はお構いなしで、そのまま秘芽を根本から丹念に舐め上げ、捏ねくり、舌先でピンと弾く。

「あぁ……本部長、そこ、ダメ……」

　熱が籠り、はち切れんばかりに膨らんだ尖りが切なくて……。

「どうして？　気持ちいいお仕置きだろ？　それに君のここ、触って欲しそうにいやらしく勃っている」

　興奮を煽るように股の間から目だけを動かし私を見ると秘芽が纏っていた薄皮を捲り、一番敏感な部分を舌でねっとりと撫で回して吸い上げるから――。

「うっ……くぅッ……ヤダーっ！」

　強烈な刺激に耐え切れず、綺麗にセットされた彼の黒髪をめちゃくちゃに乱した。それでも執拗に責められ、快感に塗れた下腹部が溶けてしまいそうになる。

　新田本部長は嘘つきだ。『たっぷり楽しませてもらうよ』だなんて言ったのに、感じているのは私の方。

「ああっ……もう、は……うっ」

「ほら、イっていいぞ」

　その言葉と共に隘路に差し込まれた二本の指が肉壁を擦ると、また違った快感が襲ってきて天を向いた脚の指が丸まってぷるぷると震え始めた。

「にっ……た、ほん……」

「今はその呼び名はやめてくれ。零士だ」

「れっ、れい……じさん、あ、いい。私、イっちゃ……」

「我慢しなくていい。……イけ」

「うう……んっ」

　全身に溜まった欲情が弾け飛ぶような感覚。昇りつめた身体がガクガクと上下し、媚肉が二本の指を咥えたまま不規則に痙攣する。

「ああ……凄い」

　無意識に漏れた声に反応して新田本部長が顔を上げた。

「凄いのは君の方だ。私の指をこんなに締め付けて……」

　彼がゆるりと指を引き抜くと蜜口から生温かいとろみが溢れ出す。

「ほら、またシーツを濡らして……二度目のお仕置きは容赦しないよ」

　本部長が身体を起こし、まだ果てた感覚が残る秘所に硬いものをあてがった。ハッとして視線を向けると、既に避妊具を纏い雄々しく聳り立った熱塊が目に飛び込んでくる。

　あんなに大きいなんて……。

　一度は自身の中に入ったモノだけど、前回は目にしていなかった。圧倒的な存在感にゴクリと喉が鳴った直後、先端が絶頂間もない痺れた尖りを擦り上げる。

「ひっ……あ、まだ……」

「んっ？　まだ、なんだ？」

　分かっているのにワザと私に言わせようとしている。

「イっ……たばかりだから……」

　赤面しつつそう答えている間も猛った肉茎を秘裂に圧し付け、ちゃぷちゃぷと卑猥な音を響かせている。そして絶妙なタイミングで敏感の塊である尖りを弄るように刺激するのだ。

「ああ……そんなに強くされたら……また……」

　一度快楽に墜ちた身体は欲張りだ。またあの快感を欲しがって自ら腰を突き出してしまう。

「こんなに強く押し付けて、雅は厭らしいなぁ」

　えっ？　今、雅って言ったよね？　新田本部長に初めて下の名前で呼ばれた。それに、さっき私が果てる時、零士って呼べって……。

　まるで恋人のよう。それだけで涙が出るくらい嬉しくて。

　今だけは、肌を重ねている時だけは、彼は私だけのもの。恋人だと思っていいよね？　……零士さん。

　涙で潤んだ瞳を愛しい男性ひとに向けると、眉間にシワを刻んだ彼が私を凝視していた。

「私も……そろそろ余裕がなくなってきた」

　切羽詰まった声と色欲に染まった切なそうな瞳。彼がこんな辛そうに弱音を吐くところを初めて見た。それが妙にきゅんとして、愛おしさが溢れてくる。

「私も気持ちよくさせてもらうよ」

　すっかり蜜に塗れた剛直は難なく花弁を割り、既に膣口に達していた。鋼のように硬くなった雄の象徴がぬるりと私のナカに挿入はいったのと同時にグイグイと隘路を押し広げていく。その重量感に思わず声が漏れた。

「ああぁ……大きく……て、重い」

「悪いね。大きさは自分ではどうすることもできない」

　余裕がないと言いながら冷静に返してくるところが彼らしい。それに、微かに笑った気配がする。片や私はと言えば、既に余裕なんてものはなくて、零士さんの剛直を受け止めるのに必死だ。

　ずぶずぶと巨大な侵入者が媚肉を裂くように進み、私のナカがその熱に反応して激しく波打っている。苦しいくらいの圧迫感を覚えたが、さっき零士さんの指で十分に解されたから痛みはない。寧ろ濡れそぼった隘路の壁を撫でるように擦られ気持ちがいい。

「あっ、ああぁぁ……っ、はあぁ……あン」

「いい声。……で、奥は？　好き？」

　多分、まだ全部挿入ってない。あの大きさからしたら半分くらい？　なのに、既に十分な満足感がある。これより奥を突かれたらどんな快感が待っているんだろう。

　それを想像するだけで酷く興奮して、彼でいっぱいの肉路が歓喜に震える。

「まだ挿いれたばかりなのにこんなに締め付けて……ほら、答えて。奥は好きか？」

「はぁっ、はっ……好き。奥に……欲しい」

「挿れられている時の雅はとても素直で可愛い」

「か……可愛い？」

「ああ、素直にねだる君は凄く可愛い。……じゃあ、全部受け止めて」

　直後、パン！　と肌がぶつかる音がして最奥を突き上げられると鮮烈で焦げ付くような刺激が身体を貫き、目の前でパチパチと火花が散った。
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「うっ、くうぅ……っ」

　堪らず奥歯を噛み締めるも身体は正直で、腰が何度も跳ね上がる。

　完全ではなかったが、私は零士さんの一突きで再びイってしまったようだ。

　呼吸をするたび、荒い息と共に自分の胸が大きく揺れているのが見える。そして根元まで咥えた男根が私のナカで更に大きくなるのを感じた。その時、彼が私の膝裏を勢いよく持ち上げ、そのまま立ち上がったのだ。

「ひっ……」

「見えるだろ？　雅のナカに全部挿入っている」

　身体が丸まってお尻が浮き、結合部分が丸見えだ。零士さんは「ちゃんと見ているんだよ」と言うと、ゆっくり腰を動かし始める。しかしその抽挿はすぐに激しくなり、上から突き刺すように煮えたぎった欲望を打ち付けてきた。

　恥ずかしい自分の姿と淫靡な水音。そして隘路を容赦なく抉る凶器のような剛直。視覚と聴覚と肉路、三つの刺激で攻め立てられ、思考を奪われた脳がぐずぐずに溶けていく。

「ヤっ、凄っ……い。もう、無理だっ、てばぁ～」

　敬語を使っている余裕はない。首を左右に大きく振り「許して」と連呼する。

「この体位は好みじゃないのか？　じゃあ、雅が好きなように動いてくれ」

　零士さんは私の背中に手を回すと素早く身体を反転させた。彼の上に乗ったことで剛直が更に深く沈み、その刺激で最奥がビクビクと震えて悦びの悲鳴を上げる。

「ほら、動いて……」

　零士さんは私の腰を掴むと促すように前後に揺らし始めた。肌がぴったり密着しているせいで蜜に濡れた秘芽が擦れて新たな刺激が加わる。

「はぁ……ふっ、はあぁぁ……」

　寄せ来る快感の波に呑まれ、もう頭の中は真っ白。本能のまま膨張した剛直に媚肉を絡め自ら腰を動かし続けた。

「はぁっ……気持ち……いいの。零士さん……は？　き、気持ち、いい？」

「ああ……雅のナカ、凄くうねって……気持ちいい」

　嬉しい。零士さんも感じてくれてる。

　快楽を共有していることが最高の喜び。もっともっと、繋がったまま感じていたい。

　そう思いつつ愉悦に浸っていると、大きな手で両胸を鷲掴みにされて腰を振るリズムに合わせ少し乱暴に揉みしだかれる。それだけでも気持ちが高揚したのに、下から何度も突き上げてくるから甘い疼きが増幅して息が止まりそうになった。

　もう全身が性感帯になっている。どこを触られても感じちゃう。

　でも、一番私を興奮させたのは、彼の切なそうに歪む顔。

　私のナカの彼が激しく脈打っている。ううん、零士さんだけじゃない。私も同じだ。湧き上がってくる熱を散らすのもそろそろ限界。全てを解放して果てたいという欲求に負けてしまいそうで――。

「はっ、はっ、くっ……くる」

　震えながら零士さんの胸に手をついた時だった。「ううっ……」と低くくぐもった声が聞こえ、逞しい腕に引き寄せられる。そのままきつく抱き締められ、耳元で囁かれた言葉は――。

「雅、一緒に……」

「あっ、ああッ、れい……じ、さぁああぁ……ん！」

　炸裂した快感が大波となって全身を呑み込み、その最高のエクスタシーに喜悦した肉筒が痙攣しながら膨張した熱塊を締め上げる。

「あぁ、雅、いいよ……」

　陶酔したような甘い声――。

　彼は浮き上がった私の腰を押さえ付けると、剛直を子宮口目掛けて容赦なく突き上げた。直後、私と零士さんの間にある薄い隔たりの向こうで熱い飛沫が迸るのを感じる。

　彼も達した。私達は同時に果てたんだ。そう確信した時、零士さんと身体だけじゃなく心も繋がったような気がして、肉体的にも精神的にも満たされていく。自然に溢れ出たのは嬉し涙。大好きな人に抱かれ、幸せを感じて流す喜びの涙だった。

「泣いて……いるのか？」

「あ、私ったら、すみません」

　慌てて涙を拭おうとしたのだが先に零士さんの親指がそれを拭き取る。彼は私を見つめ小さなため息を漏らすと余韻に浸る間もなくベッドから起き上った。

「少し強引だったかもしれないな。君には悪いことをした。すまない」

「えっ……」

　なぜ？　どうして謝るの？　あっ……もしかして、誤解してる？　私が零士さんに抱かれたこと後悔してるって思ったの？

「ちが……」

「シャワーを浴びたら帰りなさい。タクシーを呼んでおくから」

　ほんの数分前、私を激しく抱いた人とは思えないあまりにも淡々とした口調に一瞬戸惑うも、すぐに大事なことを忘れていたことに気付く。

　私、セフレだったんだ。どんなに情熱的に抱かれても、甘い言葉を囁かれても、私は欲望を吐き出すためだけの女。事が終われば用はないんだ。

　あんなに火照っていた身体が一気に熱を失い、極寒の雪原に放り出されたような寒さと寂しさを感じる。

「いえ……シャワーは結構です」

「しかし、そのままでは……」

「大丈夫です。帰ります」

　零士さんはシャワーも浴びずに帰る私のことを心配してくれているようだったが、本来の目的を思い出した後に彼の傍に居るのが辛くて、逃げるように自宅マンションに帰って来た。

　バカだな。危うく勘違いするところだった。

　バスルームで熱めのお湯に浸かり深いため息をつく。

　愛なんてなくてもいい。もう一度、彼に抱かれたい――そう思って覚悟を決めたはずなのに、抱かれる前よりずっと辛くて苦しい。それは多分、零士さんに愛されたい、あなたの特別になりたいという気持ちが以前より強くなってしまったから。

「零士さん……」

　バスタブに身を預けて愛しい男性の名を呼べば、切なさと恋しさが入り混じった涙が頬を伝い、唇を濡らして乳白色のお湯の中に消えていく。その様子を眺めながら微かな塩味を感じる唇を指でなぞった時だった。

「あっ……！」

　思わず声を上げ、涙で潤んだ目を大きく見開く。

　零士さんにキスされた記憶が……ない。そうだ。私、彼に一度もキスされてない。

　それが何を意味するのか、容易に想像できた。

　愛情がない関係でも感情が高まればキスくらいするよね。それがないということは……私はセフレ以下の女。どれだけ努力しても零士さんの特別にはなれない。

　突きつけられた現実にただ泣くことしかできなかった。












　――一ヶ月後、零士さんは常務に昇進し、それに伴い私も常務秘書を受令する。

　新しい職場である常務室は本部長室より広く、キャビネットや応接用のソファもランクが上がりイタリア製だ。それに、それほど広くはないがトイレや給湯室もある。

　デスクの上に置かれた真新しいローマ字表記のネームプレートに視線を向けた後、淹れたてのコーヒーを零士さんの前に置く。

「今日から新田常務ですね。改めて宜しくお願い致します」

　深く一礼すると彼はコーヒーを一口飲み、微苦笑しながら小さく頷いた。

「ああ、引き続き、宜しく頼む」

　少し待ったがその後に続く言葉はなく、私は「はい」と返し、今日のスケジュールを伝えて自分のデスクに戻る。すると零士さんが小さな声でボソッと呟いた。

「――今日は定時で帰れそうだな」

　それって、もしかして……。

　ドキッとして顔を上げるも彼の視線はパソコンの画面に向いたままだ。

　誘われると思ったけど、ただの独り言か……。

　一ヶ月前、私はお風呂でひとしきり泣いて決めたことがあった。

　彼が純粋に身体目当てなら、私もそのつもりで抱かれようと。期待をしたり、求めてはいけない。零士さんは私の罪を見逃してくれて三千万円という大金まで貸してくれた恩人なんだ。その恩を返せるならどんなに辛くても耐えなくちゃいけない。でも、あの日以来、彼からの誘いは一度もない。

　私が強引に帰ってしまったから怒っているのかも……と思ったが、零士さんの態度はいつもと変わらず、怒っているようには見えなかった。

　社内で噂になるのを避ける為？　それとも単純にその気にならないから？

〝ただ待つだけ〟ということがこんなにストレスの溜まるものだとは思わなかった。だが、その日の昼休みにその理由がなんとなく分かったような気がした。






　――箕輪製薬、社員食堂。

「……それで、あのことは解決したの？」

　そう言って対面の席で微笑んでいるのは、開発部の三浦さん。相変わらず完璧なメイクで色気ムンムンだ。

「あのことって？」

「ほら、開発部の忘年会の後、どうやって帰ったか覚えてないって言ってたじゃない。分かったの？」

「あ、ああ……それね。結局、分からずじまい。まあでも、無事に自宅に帰ってたし、心配するようなことは何もなかったんじゃないかなって……」

　三浦さんとはそれほど親しいわけではないのでこうやって一緒にランチをするのは今日が初めて。偶然社食の入り口で顔を合わせ、その流れで同席することになっただけ。なので、真実を話すつもりはなかった。

「心配するようなことって、何？」

　そこを突っ込まれるとは思っていなかったので、少し焦る。

「あ、いや、特に深い意味は……」

「ふふっ、開発部の男性社員にお持ち帰りされたとか？」

「なっ……」

「そう、たとえば……新田本部長とか？　あ、今日から新田常務だったね」

　彼女の口から零士さんの名前が出て動揺したが、意識して豪快に笑い飛ばした。

「ヤダ、いくら泥酔してても、そんなことがあったら覚えてるよ。それに、あの堅物の新田常務がそんなことするはずないでしょ？」

「あっ、そっか！　だよね～シちゃったら分かるよね」

　三浦さんが笑うのを見て私も安堵の笑みが漏れる。だが、彼女の話はそれで終わらなかった。

「それに、新田常務は今が一番大事な時だし、酔った勢いで部下に手を出した……なんてことが社長の耳に入ったら大変だ。娘さんとの縁談が壊れちゃうかもしれないもの」

　嘘……そのことを知っているのは秘書課の限られた人だけだと思っていたのに、開発部でも噂になっているの？

「でもさぁ、新田常務が社長の娘さんと結婚だなんて、ビックリだよね。両家の顔合わせも近いって話だし……」

　えっ？　そうなの？

　零士さんと社長の娘さんはいずれ結婚する。覚悟はしていたものの順調に話が進んでいるのだと思うと心がザワついて冷静ではいられなかった。

「ねぇ、秘書の須堂さんなら詳しい話聞いているんじゃない？」

「わ、私は何も聞いてないから」

　箸を持つ手が震えている。その震えを三浦さんに悟られぬよう浅く笑うと、トレーを持って立ち上がった。

「もういいの？　まだハンバーグ残ってるよ」

「うん、最近、食欲なくて……じゃあ、またね」

　逃げるように社食を飛び出したから三浦さんに変に思われたんじゃないかと不安になる。でも、あのまま話していたらもっと疑念を抱かれていただろう。

　乗り込んだエレベーターの扉が開いた時点で、十二時四十分。昼休みが終わるまでまだ二十分ある。同じ階にある秘書課で時間を潰そうとドアを開けると、本田係長がお弁当を食べながらスマホで動画を観ていた。

「あ、本田係長、お疲れ様です」

　軽く会釈して本田係長の隣のデスクに座ろうとした時、彼女のスマホの画面が視界に入る。

「これって、半年くらい前に話題になっていた恋愛映画ですよね？」

「そう。悲恋なの。泣いちゃいそう」

　悲恋か……私の恋もそんな感じだな。

　遣る瀬無い思いで「はぁ……」とため息を漏らすと、さっき三浦さんが言っていた言葉が頭の中で大きく響いた。

　――両家の顔合わせも近いって話だし……。

　そうだ。本田係長なら何か知っているかもしれない。

　だが、私が質問をする前に本田係長が「新田常務、いよいよみたいね」と呟く。

「顔合わせのことですか？」

「あら、知ってたの？　でも顔合わせじゃなく、結納みたいよ」

「えっ……」

「社長に頼まれて、日曜日に目黒のホテルの日本料理店を予約したの。プライベートだって言ってたから、そういうことじゃない？」

　今週の日曜日？

「そう……ですか。おめでたい話ですし、良かったですね」

　感情を押し殺し冷静に言うと、本田係長が笑顔で大きく頷く。

「そうね。これで新田常務が次期社長になる可能性が大幅にアップしたんだから」

　本田係長の言う通りだ。零士さんにとってこの縁談はプラスでしかない。

　おそらく、この一ヶ月で結婚話が一気に進んだのだろう。だから零士さんは私を誘わなかったんだ。三浦さんも言ってたよね。今が一番大事な時だって。私のことが社長にバレないよう自重していたのかもしれない。

「そういうことか……」

「んっ？　何？」

「あ、いえ、そろそろお昼休み終わりですね。仕事に戻らないと」

「あら、もうそんな時間？」

「では、お先に失礼します」

　余裕の表情で立ち上がるも秘書室を出ると涙が溢れてくる。

　最近の私はすっかり涙もろくなってしまった。零士さんが絡むと特に。

　こんなんじゃダメだ。雅、泣いてばかりいないで、しっかりしろ！

　自分を鼓舞すると瞬きを繰り返して涙を散らし、廊下を歩き出す。

　でも、社長の娘さんと正式に婚約したら、私達の関係は……担保の件はどうなるんだろう。

　ハッキリさせたいと思い常務室のドアを開けたのだが、零士さんは電話中だった。

「――はい、日曜日に目黒のグランドフェイトホテルに十一時ですね。承知致しました」

　日曜日……それって、本田係長が言ってたホテル？　やっぱりそうだ。零士さんは日曜日に社長の娘さんと結納するんだ。

「んっ？　どうした？」

　電話を切った零士さんがデスクの前に立つ私を見上げて首を傾げる。

「今の電話のお相手は社長ですか？」

「ああ、そうだが……」

　平然と答えた零士さんを見つめる私の身体は小刻みに震えていた。

　聞かなきゃ。ちゃんと聞かなきゃ……。

「新田常務は社長の娘さんと……結婚されるのですね？」

「えっ？」

　私が縁談のことを知らないと思っていたのか、零士さんが少し驚いたような表情を見せる。でもすぐに真顔になり、探るように聞いてきた。

「その情報は、どこから？」

　落ち着いた口調だったけれど、その声は低く怒気を帯びていて威圧感が半端ない。

「それは……既に社内で噂になっていて……」

　本田係長に迷惑を掛けたくなかったから彼女の名前を出すつもりはなかった。

「噂か、なるほど」

　怯んではダメ――そう自分を奮い立たせ、声を絞り出す。

「新田常務が社長の娘さんと結婚されたら……その、私との契約は……どうなるのでしょう？」

　零士さんの片方の眉がピクリと動き、常務室に居心地の悪い沈黙が広がった。その静けさに耐え切れず答えを催促しようとした時、彼が口を開く。

「その質問に答える前に須堂君に聞きたいことがある」

「は、はい。なんでしょう？」

　何を聞かれるんだろうと動揺するも彼からの質問は、まさかの内容だった。

「君は、私が社長の娘さんと結婚すると聞いて、どう思った？」

　どうしてそんなことを……と困惑して視線を落とす。

　ショックだったよ。大好きな零士さんが他の女性と結婚するなんて耐えられないって思った。でもそれは、言ってはいけないこと。

「新田常務の為には、良かった……のでは……と、思いました」

　顰められた切れ長の目が僅かに見開く。

「それは本心か？」

「もちろん、本心です。社長の娘さんと結婚すれば、新田常務の将来は約束されたようなもの。担当秘書としてこんな喜ばしいことはありま……せん」

　本心とは真逆のことを語るのは想像以上に辛くて胸が張り裂けそうだった。

「そうか、君の気持ちは分かった」

「では、今度は私の質問に答えてください。新田常務が婚約後、私はどうすればいいのでしょう」

　常務は椅子を少し回転させて私から完全に目を逸らすと「担保は解消だな」と呟く。

　そうだよね。あなたの為にもその決断は正しいと思う。婚約した後も関係を続けるのは危険だから。何より、零士さんの妻になる女性ひとに申し訳ない。でも、これで問題が全て解決した訳じゃない。

「私には、他に担保になるようなものは……」

「もうひとつ条件があっただろ？　借金返済が完了するまで君が箕輪製薬を辞めない。それで十分だ」

　そんな簡単な条件でいいのかなって思ったけれど、よくよく考えてみれば、私にとってその条件はある意味、最高に辛く残酷な担保なのかもしれない。

　零士さんが結婚して家族が増えていく幸せな姿を常に近くで見続けなきゃいけないのだから。それがイヤなら一日でも早く借金を返済してこの会社を去るしかない。

「分かりました。これからも業務に励み、精一杯、新田常務をお支えしてまいります」

















秘めた想いはキスと共に散る












　――終業時間の午後六時。

「須堂君、時間だ。上がってくれ」

　常務室の入り口近くのデスクに座る私の秘書、須堂雅に声を掛けると、彼女は腕時計を確認し、ノートパソコンを静かに閉じた。

「……では、お先に失礼します。お疲れ様でした」

「ああ、お疲れ……」

　パソコンの画面に目を向けたまま軽く右手を挙げたが、一礼した彼女がドアに向かって歩き出すと視線を上げ、その後ろ姿を目で追う。

　背は高いが華奢な身体つき。後ろでひとつに纏めた髪は絹糸のように艶やかで美しい。

　君をこうやって見送るのはいつものこと。しかし今日はやけに虚しさと孤独を感じる。

　ドアが閉まり室内が静寂に包まれるとゆっくり立ち上がり、さっき彼女が下ろしたブラインドを上げて眼下に広がる夜の街を眺めた。

「……これからも業務に励み、精一杯、新田常務をお支えしてまいります……か」

　私が聞きたかったのはそんな言葉ではない。だが、それ以上を望むのはわがままなのかもしれないな。

　雅……君をそう呼ぶことはもうないだろう。しかし今は、そう呼ばせてくれ。

　一年半ほど前、雅が私の秘書になった時、殆ど表情を変えず淡々と仕事をこなす君を見て安堵したことを覚えている。そう、印象は悪くなかった。元々冗談を言って和気あいあいと仕事をしたり、プライベートを詮索されるのが苦手だった私は、そんな君を自分と同類、似た者同士だと思っていたんだ。しかし一ヶ月ほど経った頃だったか、秘書課の前で後輩の竹内君と立ち話をしていた君を見て驚いた。まるで別人のように楽しそうに声を上げて笑っていたからだ。声のトーンも瞳の輝きも普段と全く違う。弾けるような笑顔はキラキラ輝いていて、とても眩しかった。

　須堂君はあんな風に笑うのか……。

　それからだ。君のあの笑顔をもう一度見たいと思うようになったのは……。だが、私と居る時の雅は微笑むことはあっても哄笑こうしょうすることはない。私には本部長秘書という顔しか見せてくれなかった。

　柄にもなく寂しさを感じたよ。今思えば、あの頃から私は雅に特別な感情を抱いていたのかもしれないな。秘書ではなく、ひとりの女性として雅を見ていた。

　その気持ちに気付いた時、ようやくあの笑顔を見ることができたんだ。昨年の年末。仕事納めの後に行われた開発部の忘年会で――。

　会が催されたのは、丸の内にあるイタリアンレストラン。少し離れた席に座っていた雅は不機嫌そうな顔でひたすらワインを飲んでいた。

　他の部署の忘年会に無理やり参加させられたことが気に入らなかったのか……。

　参加を勧めたことを少し後悔するも暫くすると機嫌が直ったようで、近くに居る若い連中と談笑し始める。しかしその後も酒を飲むペースは変わらず、店を出る頃にはかなり酔っていて足元が覚束ない状態だった。

　心配になり『もう帰った方がいい』と声を掛けたのだが、雅は二次会に行く気満々で、私にも一緒に二次会に行こうと……。

『先に帰るなんて許しませんからっ！』

　君に引き留められるとは思っていなかったから驚いたよ。

　一応、義務と思い参加した忘年会。一次会に出たことでその義務は果たしたと思っていた。それに、私が居たら部下が気を遣って楽しめない。普段から周りにどう思われているか分かっていたから早々に帰るつもりでいた。

　なのに、子供みたいに頬を膨らませた雅に上目遣いでそう言われたら……帰れないだろ。

　向かったのは、酒好きの係長が常連だというバー。カウンターとボックス席がふたつあるだけのこじんまりとした店で、ふらつく雅を気にしながら入店した時にはカウンター席しか空いていなかった。

　ふたり並んでカウンター席に座ったのはいいが、雅とは仕事以外の話をしたことがない。君がどんな話題を好むのかも分からず、殆ど会話がないまま時間が過ぎる。すると雅が唐突に『新田本部長は結婚しないんですか？』と聞いてきた。

　結婚か……。興味がないわけじゃない。しかし三十後半までひとりで居ると今更という感じで、このまま独身でも構わないと思うようになっていた。

『そうだな……結婚したいと思う女性が現れたら考えるよ』

『そう……れすか』

　雅はトロンとした目で私を見つめ、グラスに半分ほど残っていたソルティドッグを一気に飲み干す。

　既に呂律が回っていない。もう飲ませない方がいいな。

　彼女の手から空になったグラスを引き抜こうとした時だった。

『あ……』

　私の目に映ったのは、弾けるような可憐な笑顔。ずっと見たかったあの笑顔――。

　心臓がドクンと音を立て、胸に何か甘酸っぱいものが広がっていくのを感じる。だが、次に君の口から出た言葉は、意識している女に言われて嬉しい言葉ではなかった。

『結婚したいと思う女性が現れるといいれすね』

　これが現実だと思い、苦笑しながら頷く。

『ああ、でも、ひとりも悪くない』

　強がっていたわけじゃない。雅のことは愛しいと思っていたが、この段階ではまだ、君を自分のものにしようとは思っていなかったからだ。雅が私を異性として見ていないことは分かっていたし、自分の気持ちを伝えて君を困惑させたくなかった。それなら、これからも変わらず上司と部下という関係のままで。それが一番いい。

　カウンターに突っ伏して眠ってしまった雅を見つめ、そう思った。

　それから一時間ほどして二次会がお開きになり、隣で寝ている雅を起こすも泥酔して立ち上がることもできない状態。仕方なくまだ半分寝ている雅を抱えてバーを出た。先に店を出た社員達はタクシーを捕まえたり、終電の時間が迫っているせいか既に駅に向かって歩き出している。

『須堂君、大丈夫か？』

『ら、らいじょーぶです。全然酔ってませんから……』

　酔ってるヤツほど酔ってないと言う。どう見ても立派な酔っ払いだ。

　普段の私なら、こんなになるまで酒を飲んで自分の限界も分からないのかと不快に思っただろう。でもな、やはり君は特別なようだ。不快どころか素の君を見ることができて嬉しいと喜んでいる自分が居る。

　らしくないなと苦笑しながら身体の力が抜けて崩れ落ちそうになる雅の腰を更に強く引き寄せると、忘年会の幹事である三浦君が駆け寄ってきた。

『あらら……須堂さん、だいぶ酔ってますね。今ならまだ終電に間に合いますけど、この様子じゃひとりで帰るのは無理ですね。私がタクシーで送ります』

『……いや、私が送るよ』

　もう少し、雅と一緒に居たい。

『とんでもない！　本部長にそんなことをさせられません。幹事は私なんですから』

『気にしなくていい。須堂君を忘年会に誘った責任もあるからね。それに、秘書の彼女にはいつも仕事で世話になっている。感謝の気持ちを込めて丁重に自宅に送り届けるよ』

『そうですか。新田本部長がそうおっしゃるなら……では、須堂さんのこと、宜しくお願いします』

　少し強引だったかなと思いつつ、申し訳なさげに眉を下げる三浦君に『幹事、お疲れ様』と声を掛け、車道に身を乗り出して走って来るタクシーに手を上げた。

『中央区の桜川公園方面へ……』

　秘書の雅がどこに住んでいるかは把握していたが、番地までは覚えていない。スマホを取り出して確認していると、隣に座っている雅が寄り掛かってきた。

　鼻腔をくすぐる柔らかく甘い香り――。

　いつもは爽やかなハーブ系の香水を控えめにつけているのに、今日は違う香りがする。

『どうした？　気分でも悪いのか？』

　慌てて聞くが雅はその質問には答えず、私の胸に顔を埋めて囁いた。

『誕生日だったのに……な』

『誕生日？　今日は須堂君の誕生日だったのか？』

　なるほど。忘年会が始まった時、君の機嫌が悪かった理由はそれだったのか。特別な日に出たくもない忘年会に参加させられたから……。

『それは悪いことをした。お詫びに君が欲しいものをプレゼントしよう。何がいい？』

　雅の身体がぴくりと反応して勢いよく顔を上げた。半分閉じた瞼の奥から覗く綺麗な瞳は確かに私を捉えていたが、微妙に焦点が合っていないように見える。

『私が……欲しいもの？』

『あ、ああ……なんでもいいぞ』

　酔眼が妙に色っぽくて直視できない。動揺を隠すようにスマホの画面に視線を戻すと、雅が再び私の胸に顔を押し付け、驚きのリクエストをした。

『あ……い、愛が……欲しい』

　――愛？

　予想外の言葉に今度は私の身体が跳ね、視線が宙を泳ぐ。

　それは、私の愛が欲しいということか？

　今まで抑え込んでいた感情が溢れ出し、彼女を抱き締めたいという衝動に駆られる。

　恥ずかしい話だが、この時の私は全く余裕がなく、酔っ払いの戯言だと受け流すことができなかったんだ。

『須堂……君』

　その名を呼ぶより早く華奢な身体を包み込むように抱き締め、熱い吐息を吐き出す。

　この艶やかな髪も透き通るような白い肌も、何もかも、君の全てを私のものにしたい。そんな願望が理性を心の奥に追いやっていく。男としての本能が優位に立った瞬間だった。

『……運転手さん、悪いが行先を変更してくれ』

　そして雅を私のマンションに連れて行き、ありったけの愛を注いだ。

　雅は私の愛を受け入れ、シーツを乱しながら時折、妖艶で甘美な艶声を漏らす。

　雅……君は、何もかも想像以上だったよ。スーツの下にこんな綺麗な身体が隠されていたとは……。

　しっとりとしたきめ細かい肌、引き締まったウエストに形がよく柔らかな乳房。何より感度のいい桜色の頂が私の劣情を刺激する。口に含み優しく舌で転がすと肩を窄めて『ああん……』と可愛い声で啼き、強く吸い上げて甘噛みしてやると首を左右に大きく振って色っぽい喘ぎ声を上げた。

　全身にキスを散りばめながら辿り着いた一番敏感な部分。秘裂に触れて優しく愛撫した途端、温かい蜜が溢れ出て雅の腰が浮き上がる。

『はうっ……っ、あ、んっ……』

　感じている――そう確信した私はそのまま可憐な花弁を押し広げ、指を沈めて秘芽に舌を這わせた。

『ああっ、ヤっ……だ』

『でも、いいんだろ？』

『んんっ……』

　否定はしない。寧ろ更なる快感を求めているように私の髪を掻き乱す。

　真面目で凛とした君が乱れる様はどうしようもなくそそられた。笑顔もいいが、快感に悶える顔も堪らなく愛おしい。

『もっと気持ちよくなって……』

　蜜の海の中、私の指を不規則に締め付ける肉壁を撫で、尖らせた舌でひくひくと息づく可愛い真珠を擦り上げた。

　何度も跳ね上がっていた腰が徐々に物欲しそうに揺れ出すと、私の欲望も頂点に達し、この蜜が溢れる泉にそそり勃つ本能を突き立てたくなる。

　とうとう脈打つような下腹部の疼きに抗えず、身体を起こした。最高に膨張した屹立に素早く薄い膜を纏わせると、それを濡れた花弁に宛がう。

　隔たりがあっても感じる雅の体温。自身の熱い劣情よりも更に熱い秘泉。

　もっと雅を感じたい。もっと、もっと……。

　持ち上げた彼女の脚を更に大きく広げ、私の愛と共に全てを雅のナカに沈めた。直後、彼女の眉間にシワが刻まれ苦しそうに顔を歪める。

『はっ……はあっ、あ……ッ』

　指で十分解したつもりだったが雅のナカはかなりキツい。本当は今すぐにでも激しく腰を打ち付けて快感を貪りたい。しかし雅が痛みを感じては可哀そうだ。

　腰を送りつつ攪拌するようにゆっくり動き、自分の形を教え込むように優しく抽挿を繰り返す。すると、ザラリとした隘路が屹立の動きに合わせうねるように波打ち始めた。

『くっ……』

　凄い締め付けだ……悪いが、もう優しくできない。

　そして浅瀬まで引き抜いた屹立を奥深くに突き立てようとした時だった――。

『翔也のバカ……大好きだよ』

　翔也……？

　その名を聞いた瞬間、金縛りにあったように身体が固まり動けなくなってしまった。

　君は私ではなく、その翔也という男に抱かれていると思っていたのか？

　生まれて初めて感じた切ない怒り。私は顔も知らないその翔也という男に嫉妬していたんだ。

　私の屹立を呑み込んでいる君は他の男を愛している――。

　次の瞬間、勢いよく腰を突き上げていた。雅の身体が弾むように弓なりになり、隘路が急激に伸縮した。その刺激に堪らず『うっ……ッ』と声が漏れる。

『あぁっ、翔也……いい』

　雅が『翔也』と呼ぶ度、君のナカの私がより硬く大きくなっていく。興奮と嫉妬で冷静さを失った私はもう君を思いやることができず、自分の欲望の赴くまま夢中で最奥を抉り、無防備に剝き出しになった一番敏感な秘芽をこれでもかと攻め立てた。

　他の男に渡したくない。私の身体で感じる君を見せてくれ。

　だが、その願いは叶わず……。

『やっぱり、翔也……だけ。これからもずっと、一緒だから……』

　頼む。その名を呼ぶのはやめてくれ。

　喘ぎ乱れる雅がシーツを握り締めて自ら腰を揺らし始めるも、今彼女の心の中で繋がっている相手は私ではないと思うと虚しくて、腹立たしくて……。

　彼女の脚を更に高く持ち上げ、怒りをぶつけるように何度も屹立を根元まで沈めた。肌がぶつかり合う音とくちゅくちゅと淫らな水音が響く中、雅の切羽詰まった叫び声が耳に響く。

『ひっ、ダメっ……だって！』

　雅がシーツを放して私の身体を抱き締めた。直後『あっ』という小さな声が聞こえたような気がしたが、すぐに彼女の身体が震え出して……。

『あ……んッ、はぁ……く、くる』

　雅は私の身体を抱き締めたまま大きく仰け反り、果てた。私の背中にまわされた腕が滑り落ちてだらりと脱力している。そんな君を抱き締めていると徐々に冷静さを取り戻し、自分はなんてことをしてしまったのだろうと後悔の念で胸が苦しくなった。

『……須堂……君？』

　躊躇いながら名前を呼んだが返事はない。私は意識のない彼女をベッドに寝かせ、深く頭を下げた。

『すまない。私は最低の男だ。君が私を他の男だと勘違いしていることに気付いた時点で行為をやめるべきだった』

　君がいつもと違う香りを纏っていたのは、その翔也という男と特別な日を過ごす予定だったから。だが、何かの事情で。おそらく向こうの都合だろう。一緒に誕生日を祝うことができなくなった。だから君は機嫌が悪かったんだな。

『そんなに惚れている男が居るのに、私は欲望に任せ君を抱いてしまった。本当に……すまない』

　でもな、これだけは分かってくれ。私は君を……須堂君を、本気で愛している。君に好きな男が居ると分かった今でも、その気持ちは変わらない。しかしそんなことを言われても君は迷惑かもしれないな。

『諦めるしかないか……』

　小さな寝息を立て眠る雅の身体にそっと布団を掛け、乱れた髪を手櫛で整えながら微苦笑する。

　いや、迷惑だと思われるくらいならまだいい。私は憎まれても仕方ないことをしてしまったんだ。須堂君が目覚めたら改めて詫びよう。どうしても許せないと言われたら会社を辞めて君の前から姿を消す。

　そう決意するも雅の寝顔を見ているとどうしようもなく愛しくて、このまま朝がこなければいいと本気で思った。ずっとこうやって君の寝顔を見ていたい。

　そしてもう二度と雅に触れることができなくなるのだと思うと辛くてどうにかなりそうだった。

『須堂君、すまない』

　更なる罪を犯しても、最後にもう一度だけ……。

　腰を折り、ふっくらとした愛らしい唇に自分の唇を重ねる。

　柔らかくて甘い雅の唇。この感触と共に君への想いを断つ。だから、私を許してくれ――。






　だが、翌朝、いつの間にか眠ってしまった私を置いて雅はマンションを出て行ってしまった。

　目覚めた時、君が寝ていた場所には甘い香りと微かな温もりが残されていて、雅が去ったのがついさっきだということが分かる。

　なぜ何も言わず帰った？　どうして私を責めない？

　雅の真意を確かめたかったが今日から会社は暫く休みになる。それならとスマホを手にするも君の名前をタップする寸前、指が止まった。

　何もなかった……須堂君はそういうことにしたかったのでは？

　泥酔した上での失態。消してしまいたい愚かな行為。ゆえに触れられたくない。

『須堂君がそう思っているなら、こっちからアクションを起こさない方がいいのかもしれないな』

　このまま何も連絡がなければ、正月明けに君の態度を見て判断しよう。






　結局、年末年始の休みの間、雅から電話はなかった。やはり何もなかったことにしたいのか……。

　本部長室のデスクで書類を眺めながらため息をつくと、ドアをノックする音が聞こえた。

　雅が出社してきたのだと思った瞬間、激しく動揺して書類を持つ手に汗が滲む。

『お、おはようございます』

　心なしか彼女の声が上ずっている。そして私も雅を直視できない。

『ああ、おはよう』

『そ、それと、明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い致します』

『うん、おめでとう。今年も宜しく頼む』

　視線を上げることなく返すと、雅は一礼して自分のデスクに向かった。

　普段と変わらない態度。あの夜のことには一切触れない。しかしそれだけで判断していいのかと悩む。

　彼女は私の部下だ。立場上、言いたくても言えないのでは……。

　そこで私はきっかけを作って君の真意を確かめようと考えた。雅を呼び『例の年末の件だが……』と切り出す。

　雅は有能な秘書だ。今の発言で確実に察したはず。もし君が私を恨んでいれば、それなりの返しがあると思った。

　予想通り、雅はその言葉に反応して顔色を変える。そして瞳を震わせ私から目を逸らした。その挙動に強い拒絶を感じ、ようやく納得する。

　分かったよ。須堂君、それが君の答えなんだな。

『なかったことにしてくれ。分かっていると思うが、他言無用だ』

　敢えてそう言ったのは、君を安心させる為。私が口外することはないと分かって欲しかったからだ。そして同業の西山製薬からヘッドハンティングされた時の話を持ち出し、あの夜のことをなかったことにした。

　それで全て終わったと思っていた。雅への想いも封印するつもりだった。だが、まさか君があんなことをするとは……。

　会議が思ったより早く終わり本部長室に戻ると、雅が私のパソコンから新薬のデータを取り出そうとしていた。ショックだったよ。しかしその理由を聞いて悲しくなった。家族の為に罪を犯そうとした雅が可哀想で、なんとしても助けてやりたいと思ったんだ。だから三千万を貸すことにした。

　優秀な秘書を失えば会社にとって大きな損失になるとか、君が辞めたら旨いコーヒーが飲めなくなるとか、それらしい理由を並べたが、本当は雅と離れたくなかったんだ。たとえ自分のものにならなくても、生まれて初めて本気で愛した雅ひとを傍に置いておきたかった。そう……君があの翔也という男と結婚しても……。

　君が父親の急病で会社を休んだ日、一日だけ私の秘書を務めてくれた竹内君に聞いたよ。プロポーズされるのも時間の問題だと。

　その男と結婚して須堂君が幸せになるなら祝福してやらないとな。

　当初はそう思った。しかし君に奪われた心はそう簡単には納得しなかったんだ。忘れようとしても日に日に強くなる想い。あのキスで終わりにしたはずなのに、許されるならもう一度、君を抱きたいと思うようになっていた。そして私は人として決して言ってはいけない言葉を口にする。

『君が持っているもので一番価値があるものを担保として差し出してもらう』

　雅の弱みに付け込んで関係を迫った。自分でも呆れたよ。私ほど卑劣な男は居ない。当然、断られると思ったが、雅はその提案を受け入れると言ってくれた。でもな、ひとつだけ言い訳をさせてもらえば、君が本気で拒めば無理強いするつもりはなかったんだ。なのに、雅の魅惑的な瞳を見つめ、柔肌に触れてしまったら……ダメだった。自分の気持ちが制御出来なくなる。身体の中で燃え上がった情火が理性を焼き尽くし『拒否することは許さない』と命じてしまった。

　そんな情けない私でもなんとか守り切れたこともある。

　雅を抱くのは一度きり。今回はキスはしないと決めていたんだ。

　女性にとってキスは特別な愛情表現だとどこかで聞いたことがある。身体は許しても唇は守りたい。君もそうかもしれないと思ってね。好きでもない男の我がままを許してくれたんだ。せめてもの罪滅ぼしのつもりだった。

　しかし私に抱かれていた時の雅は他に好きな男が居るような態度は一切見せず、素直に感じ、乱れ、私を求めてくれた。まるで本当の恋人のように……。

　恋愛感情がない男に抱かれてこんなに感じるものなのか？　もしかして雅も私のことを……。

　淡い期待が確信に変わったのは、雅と同時に果てた時。身体だけではなく、心も繋がったような気がして……だが、直後に雅が流した涙を見て分からなくなる。あれは全て演技だったのかと。私は雅に耐え難い苦痛を与えてしまったのか？

　あの時は君に申し訳なくて一刻も早く解放してやりたいと思い帰るよう勧めたが、今となっては、それも後悔している。涙の意味をちゃんと聞くべきだった。

　この一ヶ月の間、頭の片隅には常にあの涙がある。君が私のことをどう思っているか、本当の気持ちを知りたい。しかし後悔の涙だったとしたら……思い出したくない過去が蘇り、また辛い思いをさせてしまうのでは……。

　心の中で葛藤が続き、何も聞けないまま一ヶ月が経ってしまった。だが、その答えを今日、やっと聞くことができた。

　どこからの情報かは知らないが、私が社長の娘と結婚すると聞いたらしい。

『新田常務が社長の娘さんと結婚されたら……その、私との契約は……どうなるのでしょう？』

　雅は私が結婚するということより、担保の心配をしていた。

『その質問に答える前に、須堂君に聞きたいことがある』

『は、はい……なんでしょう？』

『君は、私が社長の娘さんと結婚すると聞いて、どう思った？』

　頼む。イヤだと言ってくれ。結婚などするなと。

　心の中で必死に懇願するも現実は残酷だった。

『新田常務の為には、良かった……のでは……と、思いました』

　それは本心かと問うと、雅は大きく頷く。

『もちろん、本心です。社長の娘さんと結婚すれば、新田常務の将来は約束されたようなもの。担当秘書としてこんな喜ばしいことは、ありま……せん』

　喜ばしいか……私が結婚することを望んでいるということは、あの涙はやはり後悔と悲しみの涙だったんだな。

　そして雅は最後に微笑みながらこう言った。

『これからも業務に励み、精一杯、新田常務をお支えしてまいります』

　私の本気の恋は完全に終わったんだ。






「……雅、あの男と幸せになってくれ」

　ビルの窓明かりが連なる夜の街から視線を逸らし、遣る瀬無い息を吐いてブラインドを下ろした時だった。ノックの音がしてドアが開く。

「んっ？　君がここに来るなんて珍しいな。どうした？」

　常務室に入って来たのは、意外な人物だった。

「少しお時間を頂けますか？　新田常務のお耳に入れておきたいことがあります」

















愛が重なる時












　駅の改札を抜けて自宅マンションに向かって歩き出すと、今まで必死に堪えていた涙が溢れ出し、ポロポロと零れ落ちた。

　零士さん……あなたには幸せになってもらいたい。けど、やっぱり寂しいよ。

　零士さんが社長の娘さんと婚約する日曜日、きっと私は一日中泣いている。

　手の甲で涙を拭いながらトボトボと歩いていると、コートのポケットでスマホが震えた。

「お母さんだ。まさか……お父さんに何かあったんじゃ……」

　急いで電話に出るも私の名前を呼んだ母の声は穏やかで慌てている様子はない。

『雅、借金のことで色々迷惑かけてすまなかったね』

「ううん、それはもう……気にしなくていいから。それで、何か用事だった？」

『実はね、新田さんに借りた三千万、全額お返ししようと思って』

「えっ？」

　母親が言うには、父親と相談して自宅と隣の駐車場になっている土地を売却したのだと。

「もう売っちゃったってこと？」

『うん、雅に言ったら反対すると思って。あ、工場は残ってるから仕事は続けられるの。住むところは近くにアパートを借りたから』

　両親は、娘の私や関係のない零士さんにまで迷惑を掛けてしまったことを悔いていた。特に父親はかなり気にしていたようだ。そこで両親は何度も話し合い、自分達のことは自分達で解決しようと決めたらしい。零士さんに借りたお金で銀行に残金を返済していたので自宅の抵当は外れていた。お陰で思っていた以上の金額で売却できたそうだ。

『新田さんには感謝しかないよ。お父さんの具合が落ち着いたらお礼に伺わなきゃね。それと、その新田さんなんだけど、もしかして、雅の彼氏？』

「なっ、バカなこと言わないでよ！　新田常務は私の上司。彼氏なんかじゃないよ」

　そうだったらどんなにいいか……。

『なんだ、そうなの？　あんな大金をポンと貸してくれたから雅の彼氏なんだろうなぁ～って思ってた』

　そうだよね。普通じゃあり得ない。零士さんは普段は厳しい人だけど、私の両親を助けてくれた優しい人。

『あ、そうそう、一番大事なことを言うの忘れてた。今日、自宅を売却したお金を受け取ったから、今からネットで新田さんの口座にお借りしたお金を振り込もうと思って連絡したの。月曜日には返金できると思う』

　えっ……月曜日？　ということは、零士さんとの契約も月曜日で解除になるってことだよね？　ああ……縛りが……消える。会社を辞めることができるんだ。

「お母さん、振り込みが終わったら確認画面を写真に撮って私のスマホに送って」

　そう叫ぶと電話を切り、すぐさま零士さんに電話をした。

　どうしても今彼に会って話がしたい。お願い。会社に居て。

『……須堂君か？　どうした？』

「今、どちらにいらっしゃいますか？」

『まだ会社だが……』

「すみません、もう少し社に居ていただけませんか？　すぐに戻ります」

　これで零士さんと社長の娘さんが結婚するのを見なくて済む。






　会社の最寄り駅に到着したのは、二十分後。そこから人目も気にせず全力で走った。一刻も早く零士さんに借金返済の件を伝えたかったから。

「失礼します」

　息を弾ませ常務室のドアを開けると、意外な先客が居た。

「……三浦さん」

　零士さんのデスクの前で項垂れていた三浦さんが振り返って私を見る。その目は真っ赤に充血していて、ピンクベージュの唇が震えていた。対して椅子に座った零士さんは腕組をして難しい顔をしている。

　ただ事ではない雰囲気に思わず後退り「出直します」と言ってドアを閉めようとしたのだが、零士さんが私を引き留める。

「須堂君、構わない。入りなさい」

　すると、黙って私を見つめていた三浦さんが凄い勢いで駆け寄って来た。

「須堂さん、ごめんなさい。ごめんなさい」

　いきなり謝られ意味が分からず困惑していると、歩いて来た零士さんが私と三浦さんの背中を押し、ソファに座るよう促す。そして自身も対面に腰を下ろした。

「三浦君、今私に話してくれたことを須堂君にも聞かせてやってくれないか」

　三浦さんは俯いたままとても小さな声で話し出す。

「私、ある人に頼まれて、須堂さんと新田常務の仲を裂こうとしたの……」

「はあっ？」

　ちょっと唐突過ぎて思考がついていかない。

「あの、話の腰を折るようで申し訳ないけど、仲を裂くと言われてもそもそも私と新田常務は付き合ってないし、常務は社長の娘さんと婚約することになってるんだよ」

「その婚約が、嘘なの」

　婚約が……嘘？

　めいっぱい目を見開いて対面の零士さんに視線を向けると、彼がこくりと頷く。

「えっ、だって、この日曜日に目黒のホテルで……」

「社長と日曜日に目黒のグランドフェイトホテルで会食するのは事実だ。しかし結納ではない。私の常務昇進を祝い社長が一席設けてくれただけ。参加者は社長と社長の親族の株主の方々だ」

「では、どうして私が聞いた時、否定しなかったんですか？」

「それは、私が婚約すると知り、君がどんな反応をするか確かめたかったから……須堂君の本当の気持ちが知りたかったんだよ」

　混乱した頭を振り「なぜ？」と聞くと、信じられない言葉が返ってきた。

「決まっているだろ？　須堂君のことが好きだからだ」

　零士さんが……私のことを？

　仰天してソファから滑り落ちそうになる。

「嘘……今までそんな素振り、一切見せなかったのに……」

「見せたくても見せられなかった。君には結婚間近の恋人が居ると思っていたからね。須堂君のお父さんが手術で会社を休んだ日、私は竹内君に君が年末の誕生日にプロポーズされる予定だったと聞いていたんだ」

　ああ……そうだった。あの時はまだ竹内に翔也と別れたことを言っていなかったんだ。

「しかしその恋人とは既に別れていたんだよな？　それを今、三浦君に聞いてやっと本当の気持ちを伝えることができた」

「えっ？　三浦さんから？」

　彼女に翔也のこと話したことないのに、なぜ？

　その疑問を問うと、三浦さんは竹内に聞いたと答えた。口の軽い竹内は、三浦さんにまで私のプライベートをペラペラ喋っていたのだ。

「そして須堂さんも新田常務のことが好き……そうでしょ？」

　いきなり図星を突かれ激しく動揺する。三浦さんはそんな私を見つめ、妙なことを言った。

「本人達が気付いていなかったお互いの気持ちを、あの人は気付いてたの」

　そうだ。三浦さんは誰かに頼まれて私と零士さんの仲を裂こうとしたって……。

「あの人って、誰なの？」

「まだ分からない？　須堂さんに新田常務が社長の娘さんと結婚するって信じさせて、常務から須堂さんを遠ざけようとした人だよ」

　えっ、ちょっと待って。初めに零士さんが常務昇進を渋っていて、何か事情があるんじゃないかって教えてくれたのは竹内だ。そしてその情報源は……。

「まさか……本田係長？」

　私が声を上げると、ふたりが同時に頷いた。

「どうして本田係長が……なんの為にそんなことを？」

「本田係長、ずっと前から新田常務のことが好きだったの。何度か告白したけど、いい返事は貰えなかったって言ってた」

　すると零士さんも、過去に数回、本田係長から付き合って欲しいと言われたことがあったと認めた。だが、本田係長をひとりの女性として見ることができず、きっぱり断っていたのだと。

「それでも本田係長は新田常務のことが諦め切れず、何年も想い続けたの。常務が独身で居る限り、いつか自分にもチャンスはあるはずだって」

　しかし思わぬライバルが現れる。

「それが、須堂さん、あなただったの」

　私が本部長秘書になってから零士さんの様子が変わったと感じた本田係長は、零士さんと同じ開発部の三浦さんに私達の関係がどこまで進んでいるか確かめるよう頼んだ。

「去年の忘年会に須堂さんを誘ったのは偶然じゃない。仕事を離れたふたりがどんな様子か確かめる為に私が仕組んだこと」

「えっ……」

「須堂さん、私に聞いたよね。忘年会の後、自分がどうやって帰ったか知ってるかって。あの時は知らないって答えたけど、あれは嘘。本当はずっと見てた。あなたと新田常務がタクシーで常務のマンションに行ったのも知ってる」

　彼女の言葉にぞくりと寒気がして全身に鳥肌が立った。

「それって、つまり……私達の跡をつけたってこと？」

「……うん」

　三浦さんはバツが悪そうに眉を下げると視線を落とす。

「私、自分が見たことを全部本田係長に話したの。そうしたら本田係長が激怒して、『このまま黙っているわけにはいかない。新田常務を奪った須堂に仕返ししてやる』って……新田常務と社長の娘さんとの縁談をでっち上げたの」

　社食で三浦さんとランチをした時、開発部でその縁談が噂になっていると言っていたのも全て嘘だった。

「でも、本田係長の為に三浦さんがどうしてそこまで……三浦さんも私のことが嫌いだったの？」

「違う！　須堂さんのことそんな風に思ったことは一度もない」

　三浦さんと本田係長は実家が近く、歳は離れているが幼馴染だった。

「本田係長は私の憧れの女性だったの。昔から美人で成績優秀。おまけにスポーツも万能で、本田係長みたいな人になりたいって、ずっと思ってた。彼女も私のことを妹みたいに可愛がってくれて、私が就活でなかなか内定を貰えなかった時も相談に乗ってくれたの」

　その時、勧められたのが箕輪製薬だったそうだ。本田係長は自分の経験をもとに、三浦さんに様々なアドバイスをしてくれた。そのお陰で三浦さんは箕輪製薬に入社が決まる。

「だから、須堂さんと新田常務の仲を探るよう言われた時、断れなかった」

　本田係長は手始めに竹内を使って零士さんの昇進には何か裏があると匂わせておいて、本田係長本人が零士さんと社長の娘さんとの縁談話があると私に伝える。同時に私がどんな反応をするか様子を伺っていたのだ。そして私が零士さんに好意を持っていると確信する。しかしこの時点では、ただの嫌がらせのつもりだったそうだ。

「須堂さんが新田常務に確かめれば、すぐにバレることだもの。一瞬でも須堂さんを不安にさせればそれでよかった。もし須堂さんにどうしてそんな嘘をついたんだって責められても自分の勘違いだったと言えば済むこと。でも、須堂さんは社長の娘さんとの縁談をずっと信じていたでしょ。それで本田係長は気付いたのよ。ふたりは想い合っているけど、付き合ってはいないって」

　本田係長は三浦さんに言ったそうだ。『今ならまだ間に合う。新田常務が婚約すると思っている日曜日までに邪魔な須堂には会社を辞めてもらう』って……。

「計画では、明日、本田係長が須堂さんに会いに行って、慰める振りをして自分から会社を辞める方向に持って行き、その場で退職願を書かせる予定だったの」

　ショックだった。尊敬していた本田係長がそんなことを考えていたなんて……。でも分からないのは、あと少しで私を排除できたのに、このタイミングで三浦さんが私と零士さんに自ら全てを暴露してしまったってこと。

　その理由を聞くと、三浦さんが膝の上の手をギュッと握り締めた。

「私も大学生の時、信頼していた友人に同じようなことをされて好きだった男性ひとと引き裂かれたから……」

　二日前、三浦さんは仕事帰りにお気に入りのショップに寄り、そこで偶然、疎遠になっていた大学時代の友人と再会したそうだ。懐かしくて時間を忘れ語り合っていると、友人が最近結婚したのだと嬉しそうに左手の薬指に輝く指輪を見せてくれた。そして『もう時効だから言うね』と、三浦さんが知らなかった過去を話し出す。

「私、大好きな男性ひとが居たの。彼もなんとなく私に気があるような感じだったから告白待ちみたいな状態だった。でも、その友人が、彼には付き合ってる彼女が居る。他にも何人かセフレが居るって言ったの。そんな男と付き合ったら私が不幸になるって」

　三浦さんは凄く迷ったそうだ。一瞬だけど、彼と付き合えるならセフレでもいいとまで考えた。しかし自分のことを親身になって心配してくれる友人の言葉を信じて彼からの告白を断った。

「それからすぐ大学を卒業して彼とはそれっきり。でも、今でも気持ちは残っていて忘れられずにいたの。その彼が友人と結婚していたのよ。彼女、笑いながら言ってた。自分も彼のことが好きだったから私に嘘をついて彼と付き合わないように仕向けたんだって。彼には彼女もセフレも居なかったの。許せなかった……だから、友人の頬を思いっきり引っ叩いてやった」

　三浦さんは号泣しながら自分の膝に何度も拳を振り下ろす。そして少し落ち着くと顔を上げ、涙で濡れた瞳で私を凝視した。

「友人の頬を叩いた時、気付いたの。私も須堂さんに友人と同じことをしているって」

「だから話してくれたの？」

「うん。あんな卑怯な女と同類になりたくなかったから。ここに来る前に本田係長にはメッセージを送っておいた。新田常務に全て話すって……。本田係長、今日は社長に同行して代議士主催のパーティーに出席するって言ってたから、まだ見てないかもしれないけど……」

　三浦さんがそう言った直後、常務室のドアがノックもなく勢いよく開く。そこに居たのは、肩で大きく息をし、鬼のような形相をした本田係長。

「裏切ったんだね。沙織！」

　低くドスの効いた声が響き、隣の三浦さんが震え上がる。

「……里奈お姉ちゃん」

「あんなに可愛がってやったのに。誰のお陰でこの会社に入社できたと思ってるの？」

　駆け寄って来た本田係長が三浦さんに掴み掛かろうとするも、素早く立ち上がった零士さんがふたりの間に割って入り、本田係長の腕を掴んだ。

「本田係長、少し悪戯が過ぎたようだな」

　蔑むように白眼視された本田係長が脱力して床に座り込む。

「新田常務……私はただ、あなたのことが……」

「悪いが、そんな卑怯なことをする女性になんの魅力も感じない。君を心底嫌いになる前に須堂君に詫びてここを出て行ってくれ」

　零士さんが全てだった本田係長にとって、彼の言葉はこの上なく残酷で辛いものだったのだろう。定まらない視線で立ち上がるとよたよたとドアの方に歩き出す。が、少し歩みを進めたところで突然振り返り、憎悪の眼差しをこちらに向けた。

「沙織、この仕打ちは忘れないからね！　そして須堂、あんたのことは絶対許さない。幸せになんかさせないから！」

　本田係長の迫力に気圧され、三浦さん共々反論できないでいると、再び零士さんが真顔で言う。

「本田係長、須堂君や三浦君に何かすれば、私は君を許さないよ。一生ね」

　声は穏やかだったがその目は鋭く、背筋が凍り付くような冷たさを感じた。

　とどめを刺された本田係長が号泣しながら部屋を出て行った数分後、三浦さんが涙を拭って立ち上がる。

「ご迷惑をお掛けしました。本当に申し訳ございません」

　彼女は私と零士さんに何度も詫びてドアに向かって歩き出した。

「三浦さん、本当のことを話してくれて有難う」

　思わず彼女の背中に向かって声を掛けると、振り返った三浦さんが切なげに微笑み、常務室のドアを静かに閉めた。そのタイミングで零士さんが私の名を呼ぶ。

「……雅」

「零士……さん」

　数舜見つめ合った後、彼は私の隣に移動し、包み込むようにふわりと抱き締めてくれた。

「私は危うく一番大切なものを失うところだった」

「それは私も同じです」

　この事実を知らなかったら、私は今頃、零士さんに会社を辞めると伝えていた。本田係長に言いくるめられなくても彼女の思惑通りになっていたんだ。

「でも、零士さんが私を好きでいてくれたなんて、夢みたいで……まだ信じられません」

　ついさっきまで、あなたの顔を見るのは今日が最後だと思っていたんだもの。

「なら、私がどれほど君のことを想っているか、その証拠を見せよう」

　連れて行かれたのは零士さんのデスク。彼はマウスを何度かクリックし、パソコンの画面を指差した。

「これは……新薬の情報が入ったファイルですよね？」

「ああ、君が開くことができなかったこのファイルは、八桁の数字のパスワードを入力しないと見ることはできない。私は一ヶ月に一度、その番号を変更している。今自分が一番重要だと思う数字にね」

　でも、私はその数字が分からず、ファイルを開くことができなかった。

「私が設定したパスワードは……」

　零士さんは優しい眼差しで私を見つめたままキーボードのテンキーを素早く打つ。

「この番号に見覚えはないか？」

　画面に表示されていたパスワードは【２０２４１２２８】すぐには分からなかったけれど、その数字が何を意味しているのか理解した瞬間、声にならない声を上げ、後退る。

「これは、私の……」

「そう、下四桁は雅の誕生日。そしてこの日は初めて君を抱いた日。私にとってこれほど重要な数字はない」

「あ、ああ……」

「あの時から既に一ヶ月以上経っているから現在はこの数字ではファイルを開くことはできないが、当時のパスワードはこの数字だった」

　零士さんには申し訳ないけど、本当なのだろうかと彼の言葉を疑った。

　パスワードは既に変更されている。事実だと証明する術はない。それに……。

「零士さんが仕事に私情を持ち込むなんてあり得ません」

　すると彼が苦笑し「そうだな」と大きく頷く。

「公私混同も甚だしい。私もあり得ないと思ったよ。しかしそのあり得ないことをさせたのは君だ。須堂雅を想う気持ちがそうさせた……」

「私を……想う気持ち？」

　零士さんはデスクの上にあったタブレットを手に取ると指紋認証でロックを解除し、ある画面を開いて私に見せた。

「この数字は、これまでに私が使用したパスワードだ。過去に設定したものと重ならないよう、確認用として保存してある」

　ずらりと並んだ八桁の数字を零士さんが指でゆっくりなぞる。そしてその指が止まったのは――。

　パソコンの画面に表示されているのと同じ数字。私と彼が初めて身体を重ねた日だ。

　零士さんが言ったことは本当だった。

「だが、まだ理性の欠片は残っている」

　彼は、パスワードを変更した後だから言えたのだと真顔で呟く。

「現在のパスワードは君にも秘密だよ。またファイルを開こうとしたら大変だ」

「なっ、もうそんなことはしません！」

　強い口調で否定すると、零士さんが私の耳元に顔を近づけ「今度は雅の番だ」と囁くように言う。

「君が私のことが好きで、結婚を前提に付き合う気があるなら、今ここで私にキスしてくれ」

「キス？」

「女性は好きな男としかキスしたいと思わないんだろ？　以前、そんな話を聞いたことがあってね。雅を抱いている時、婚約者が居ると思うとどうしてもその唇を奪えなかった」

「えっ、それがキスしてくれなかった理由ですか？」

「ああ、しかしどうしても我慢できなくて一度だけ、眠っている君にキスしたんだ。その後、ずっと罪悪感に苛まれていた。その罪悪感を消してくれないか？」

　既に私達は口づけを交わしていたという事実に愕然とする。

　そのことを知っていたら、あんなに悩まずに済んだのに……。

「零士さんの……バカ」

　思わず漏れた私の一言に彼が戸惑うように目を瞬かせている。おそらく有能な零士さんは〝バカ〟なんて言葉、言われたことがないのだろう。

　私は動揺している彼の首に両腕をまわし、綺麗な双眸を真っすぐ見つめた。

「そうですよ。女は好きな男性としかキスしたいと思わないんです」

　涙声で断言した刹那、つま先を立て、形のいい薄めの唇に自分の唇を重ねた。

　零士さんの唇は想像していたよりずっと柔らかくて温かい。その温もりの間から漏れた甘い声色が心臓の鼓動を速くし、胸を熱く焦がす。

「愛してるよ……雅」

　決して聞くことは叶わないと思っていた言葉。そして何より一番聞きたかった言葉。

「私も……愛してる」

　ようやく通じた想い――静かな常務室に私達の愛を確かめ合うリップ音がいつまでも響いていた。












　――二十日後。

　零士さんにお礼を言うため両親が上京し、東京駅近くのレストランでディナーをした。その場で彼が私と結婚を前提に付き合っていると言うと両親は涙を流して喜んでいた。特に私の結婚を切望していた母は帰りの新幹線に乗るまでずっと泣きっぱなしで、父が恥ずかしそうに苦笑していた顔が忘れられない。

「あ、あの……零士さん」

「んっ？」

「そ、その……有難うございます。やっと親孝行ができました」

　私の声が動揺して上ずっているのは、彼の濡れた手が私の頬を優しく撫でたから。

　私は今、零士さんのマンションのバスルームで浴槽の中のお湯に浸かり、彼に後ろから抱き締められている。

　零士さんに『一緒に風呂に入ろう』と言われた時は恥ずかしくて全力で拒否したけれど、甘いキスでほだされ、気付いた時には身に着けていたものは全て脱がされていた。で、そのままバスルームに連れ込まれたのだ。

「しかし、あんなに喜んでくれるとはな……お母さんの涙を見て、こっちまで感動して泣きそうになったよ。それに、あの榊原と縁を切ったようだし、一安心だな」

　彼は普段と変わらず平然と話しているが、こういう状況が初めての私は冷静では居られない。

「零士さんのお陰です」

「本当にそう思ってる？」

　彼の吐息混じりの声がアップにした髪の後れ毛を揺らすと私の頬はのぼせたみたいに熱く火照り、心拍数が上昇する。

　お湯の中で肌と肌が密着しているだけでもドキドキするのに、熱い吐息を吹きかけられたら、もう……。

「もも……もちろんです！　零士さんには感謝してもしきれません」

　エコーが効いた私の声がバスルームに響き渡った直後「だったら、褒美をもらわないと……」と彼が低い声で囁く。

「ご褒美……ですか？」

　そう聞き返した時にはもう、背後から零士さんの大きな手が私の両方の胸を掬い上げ、激しく揉みしだいていた。

「ひっ……っ」

　驚いて思わずその手を掴むも動きは止まらない。

　目の前のふたつの膨らみが歪に形を変える度、ちゃぷちゃぷと水面が揺れて波打ったお湯が浴槽を越えていく。

「雅が悪いんだぞ。君がこんなズルい身体を見せつけて俺を誘うから……」

　完全に言いがかりだ。私が拒んだのに強引にバスルームに引っ張って来たのは零士さんなんだから。てか、ズルい身体って、どんな身体？

　頭の中で疑問符が大量発生した時、私の肩に顎を置いた彼が小声で控えめに聞いてきた。

「ここじゃ、イヤか？」

　弄られている膨らみの奥で心臓がドクリと大きな音を立てる。

「えっ、あ、その……」

　返事を濁したのは、恥ずかしかったから。このまま行為が進んでしまったら明るい場所で彼に全てを見られてしまう。けれど、妖艶な声で「雅が欲しい」なんて言われたら拒めなくて。それに、私の身体は確実に感じ始めている。

　零士さんの骨ばった指に挟まれた蕾はもっと甘やかされたいとばかりに硬く芯を持ち、その先を期待しているように見えた。

　現に、指先で先端を摘ままれ弄ぶようにくりくりと捏ね回されると耐え切れず嬌声が漏れてしまう。

「ふっあ、ああぁ……ん」

　私の喜悦の声に反応した零士さんが「ふふっ」と嬉しそうに笑い、張り詰めた先端を指先で摘まんだまま乳房を大きく持ち上げた。私の目に淫靡なそれを晒すように。

「ほら、もうこんなに硬くなってる」

　水中から現れた乳首が物欲しそうに紅く色づいているのが分かり、羞恥で直視できない。

「やっ、零士さんのイジワル」

　咄嗟に肩を窄めるが、更に乳房を高く持ち上げられて熟れた蕾の天辺を爪先で引っ掻かれると、お湯の中の身体がビクッと震え、腰が跳ねて下腹部が水中から浮き上がる。その様子を見た零士さんが私の濡れた耳孔に舌を這わせながら劣情の籠った声で呟いた。

「ほら、自分から見せつけて、雅はイヤらしい娘だ」

「あ、ああ……」

　無意識の反応だったとしても、今のは誘っていると思われても仕方ない姿だ。

　慌てて下半身を沈めて首を振るが、既に身体の奥は浴槽の中のお湯より熱くなっていた。

　切なく苦しい疼き――胸を愛撫されただけなのに私、凄く感じている。恥辱感を抱きながらも、さっき彼に見られた下腹部に淫らな欲望が溜まっていく。

　零士さんの長く綺麗な指で一番敏感な部分に触れて欲しい。ヒリヒリするような快感を味わわせて欲しい。でも触れられたら、奥の潤みが……酷く感じているのがバレてしまう。

　私はまだ、完全に理性を捨て去ることができないでいた。

「れ、零士さん……ダメ。やっぱり、ベッドで……お願い」

　首を後ろにそらし懇願するも、視線が合う前にその声は温かく湿った唇に呑み込まれる。いきなり差し入れられた硬い舌が口腔内を攪拌して歯列と粘膜を撫で回すように暴れている。そして強引に舌を絡め取られ、強く吸い上げられた。

「んんっ……」

　舌裏に微かな痛みを感じた時のこと。胸を覆っていた手が離れ、腰からお腹を撫でて茂みへと滑り落ちて行く。

「あっ……」

　焦って身体を捩るが間に合わず、零士さんの指がするりと花弁に触れた。直後、彼の指の動きが止まる。

「もうこんなに……」

　自分でも感じるぬるりとした感覚。興奮して濡れていることに気付かれてしまった。

「ヤっ……」

　零士さんの指から逃げるように腰を引くと、お尻の辺りに異様に硬いモノが触れる。

「雅、恥ずかしがらなくてもいい。私だって、ほら、分かるだろ？」

　彼が圧しつけてきたのは、欲望の塊。零士さんも興奮している――そう思った刹那、大きな水音がして身体が浮き上がり、浴槽の縁に座らされた。

「えっ？　な、何？」

「雅のここ、どうなっているか……見せて」

　そう言うや否や、彼が私の腿裏を持ち上げ、脚を左右に大きく割る。そして鋭く突き刺さるような視線を蜜が溢れた亀裂へと向けたのだ。

　バスルームは白い湯気で霞んでいるけれど、煌々とした明かりの下、こんな近くで凝視されたら私の恥ずかしい部分が鮮明に見えてしまう。

「ああぁぁ……」

　淫らな姿で秘所を晒しているということだけでも耐えられないのに、そんな劣情を孕んだ目で視姦されたら……。

　でも、脚を閉じようとは思わなかった。それは、彼の「気持ちよくさせてあげるよ」という言葉を聞いたから。

　気持ちよくなりたい。気持ちよくさせて欲しい――そんな淫らな欲望が羞恥さえも快感に変え、見られているという刺激であり得ないくらい興奮する。

　早く……零士さん、早く触れて……。

　懇願するように腰を突き出すと、彼の長い指が陰唇を広げ、舌で蜜口をゆっくり撫でた。その瞬間、火照った肌が粟立ち、大きく仰け反った濡れた体から飛沫が散る。

　ああ……気持ち……いい。

　零士さんは時折、上目遣いで私の反応を確かめながら舌先でちろちろと蜜口を舐め、わざと淫靡な音を響かせていた。

「はぁ、はっ、そこ……ダメ」

「ダメじゃないだろ？　少し舐めただけなのに、こんなにいっぱい溢れさせて」

「うっ……ヤダ、そんな言い方しないで」

　更に零士さんは尖らせた舌を泥濘に差し入れて隘路の肉壁を絶妙な圧で刺激してくる。自分のナカがうねって彼の舌を締め付けているのが分かり、更に興奮が増す。そんな状態でヒクついていた秘芽を弄られたものだから堪らない。強烈な衝撃に腰が浮いて開脚した脚がプルプル震えた。

「ひっ、く……うぅっ」

　その後も薄皮を捲くられた秘芽への執拗な愛撫が続き、溜まりに溜まった情欲を解放したくてどうにかなりそうだった。だが、後少しというところで彼の舌が離れていく。

「あ、あぁ……ん」

　イキそうなのにイケないもどかしさと切なさで涙が滲み零士さんの頭を抱えると、彼が顔を上げ、満面の笑みで残酷な言葉を口にした。

「まだイカせてあげないよ」

「そ、そんな……イヤ……お願い。もう……」

「雅はもう我慢できない？」

「うっ、うん……」

　切羽詰まって素直に頷いた直後、零士さんが勢いよく立ち上がる。筋肉質の逞しい肉体から幾つもの雫が滴り落ち、私の肌を打つ。そして彼の中心には、天を衝く勢いで勃ち上がった猛々しい屹立が……思わずごくりと喉が鳴った。

「もっと脚を開いて……そう、尻を突き出す感じで……じゃあ、挿れるよ」

　乱された心がざわざわする。もうすぐあの猛った熱塊で貫かれるのだと思うと悦びと期待で熱い蜜が溢れ出し、太腿を伝った。

「零士さん、は……やく……欲しい」

「せっかちな雅……分かってるよ。ほら、受け止めて」

　念願の剛直がぐいぐいと隘路を押し広げて入ってくる。焦げるような快感と彼でいっぱいになった充溢感じゅういつかんで艶声が止まらない。

「あ、ああっ！　凄い……凄いの」

「何がどう凄いんだ？　ちゃんと言ってごらん」

「れ、零士さんのが……ナカで、おっきくなって……はぅっ、気持ち……いい」

「そうか。気持ちいいのか。じゃあ、もっと気持ちよくさせてやるからな」

　彼の腰の動きが更に速くなる。激しい抽挿のせいで浴槽の中のお湯は嵐の海のように激しく波打ち、揺れていた。そして強く抱き締められた私の身体も揺れる。

「……雅、愛してるよ」

　昇りつめる直前、囁かれた言葉に涙が溢れ、我慢できずキスをねだっていた。

　零士さん、女の子はね、好きな男性じゃないとキスしたくないの。だから……。

「いっぱいキスして……」

「ああ、何百回でも何千回でもキスしてやる。雅が白髪頭のおばあさんになってもな」

　温かく柔らかい唇が触れた瞬間、私達は極上の快感に震えながら同時に果てた。でも、重なった唇が離れることはない。






　あなたに堕とされて、そして愛されて――きっと私は今、世界で一番幸せだと思う。







――Ｆｉｎ
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